
昭和58年度

特別会計予算書および説明書

日野市

1111111111jill11111 



次K記した日までに返して下さい。

ち4.1. 7 

，p 

お問合せ・ご連絡は
中央図書館
ひ ま わり号} 電話代 81-7354

多摩平児童図書館 電話 81-4744
高幡図書館電話 91-7322
日野図書館電話 84-0467
社会教育センター図書館 電話 83-2561 
乎山図書館電話 91-7772
百草台児童図書館 電話呼 91-7001

市政図書室 (市役所内) 電話呼8!元iiii
内図M-31-8(80x120) 上4， 5 庁内印刷

自 次

国民健康保険特別，会計予算 υ

頁

都市計画事業特別会計予算……………………………… 3 9 

下 水道事業特別会計予算………… …………………… 6 9 

市立総合病院事業会計予算…...

受託水道事業特別会計予算……………………… ……… 12 9 

農業共済事業特別会計予算……………………………… 15 1 

老人保健特別会計予算……………………………… 17 9 



自
ど党

国民健康保険特別.会 計 予 算 ...•••• 

1 頁

都市計画事業特別会計予算……

3 9 

下水道事業特別会計予算……

6 9 

市立総合病院事業会計予算……

107 

受託水道事業特別会計予算….

1 2 9 

農業共済事業特別会計予算…・・

1 5 1 

老人保健特別会計予算・・・……



昭和 58年度

国民健康保険特別会計予算書



昭和 58年度官野市国民健康保険特別会計予算

昭和 58年度 目野市国民健康保険特別会計予算は、次に定め

るところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は 、歳入歳出それぞれ 2，93 6，0 6' 6 

千円と定める 0

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予算」による。

昭和 58年 3月 8日 提出

. 
Jふ惨

日 野市長森田喜美男



第 1 表 も 歳入歳出予算

歳 入 歳 出

款
7・t ::' 

項 金 額 款 項 金 額_， 

1国民健康保険税
千円

7 8 2， 8 9 9 1総 務 費
干円

9 0， 0 4 4 

t国民健康保険税 7 8 2， 8. 9'.9 1.総務管理費 6 ス144

2.国庫 支 出金 ‘ー、、、、i、" 1， 6 1 5， 5 8 3 2徴 税 費 2 2， 9 0 0 

1.国庫負担金 1， 5 3 8， 3 6 2 2.保険給付費 2， 1 1 0， 1 2 2 

2.国庫補助金 7ス2 2 1 1療 養 諸 費 1， 8 9 2， 6 2 8 

5都 支 出 金 1 7 6. 7 0 3 2. i高 額 療 養 受 1 8 5. 3 3 4 

1.都 補 助 金 1 7 6， 7 0 3 3.助 産 費 2 4， 0 0 0 

4繰 入 金 3 5 1， 8 7 8 4.葬 祭 費 ス560

1繰 入 エ~三 35 1， 8 7 8 5.育児手当金 600  

5.繰 越 金 1， 0 0 0 3老人 保健拠出金 7 2 8， 8 0 0 

1.繰 越 金 1， 0 0 0 1.老人保健拠出金 7 2 8，8 0 0 

6.諸 i灰 入 8， 0 0 3 4諮 支 出 金 4. 1 0 0 

. 1.延滞金及び過料 6， 0 0 1 1償還金及び還付金 4， 1 0 0 

2.預 金 利 子 1， 0 0 0 5.すF 備 費 3，0 0 0 

3雑 入 1， 0 0 2 1予 備 費 3，0 0 0 

歳 入 え口』 計 2， 9 3 6， 0 6 6 歳 出 iコh 計 2， 9 3 6， 0 6 6 

-2- -3-
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昭和 58年度

国民健康保険特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1.総括

歳 入

款

1国民健康保険税

2国庫支出金

ろ都 支 出 金

4.繰 入 金

5.繰 越 金
」

6.諸 収 入

歳入合計

歳 出

d当Yら¥ 

本年度

予算額

千円

1.総務費 9 D，O 44 

2.保 険

給付費
2，1 1 0，1交2

3老人保健 728，8 0 0 
拠出金

4.諮支出金 4，100 

5.予備費 3.000 

公 債 費 。
歳出合計 2，936，066 

本年度予算額

千円
7 8 2，8 :) 9 

1，6 1 5，5 8 3 

1 7 6，7 0 3 

3 5 1， 8 7 8 

1，0 0 0 

8，00 3 

2，9 3 6，0 6 6 

前年度
比較

予算額

千円 千円

82，381 7、ももち

ム
2.558ヱ78 448，1 56 

。728，800 

3，600 500 

1 0.000 乙〉ス000

1 ム

2，654，2 6 0 281.806 
」圃 圃 圃画 -一 一

-5-

前年度予算額 比 較

千円 千円|
7 1 2，0 3 4 7 0，86 5 

1， 4 2 6，4 5 6 189，127 

2 5ス366 ム 8 0，6 6 3 

2 4引40 1 1 0 2，4 7 7 

1，0 0 0 。
8，003 。

2，6 5 4.26 0 281， 806 

本年 度 の財-源 内 訳

特 定 財 源、

国都支出金 地方債
般財源

その他

千円 千円 千円 千円

50，4 77 。 。ち守、もも 7

1.32ス159 。351，878 431，085 

41 4，647 。 01 31 4，1 53 

。。 。4，100 

。。 。3，000 

。。 。 。
1.7 92，283 。351，878 791， 905 



2 歳

(款)

(項)

自

入

1 国民健康保険税

1. 国民健康保険税

本年 度

千円

1.国民健 康 782，899 

保 険 税

782，899 

前年度 比 較

f円 千円

71 2，[) 3 4 70，865 

71 2，034 70，86.5 

ーも ー

節

区 分 金 額
説 明

千円

1.現年度分 724，867 
調定見込額 7 8ス899000円×収入歩合 92% 7 2 4，8 6 7， 0 0 0円

2.滞納繰越分 .58，032 調定見込額 1 1 6，06 4.0 0 0円× 収入歩合[)0 ~~ 5 8，0 3 2.0 0 0円

~ ~ 
-7ー

(款 国民健康保険税)



(款) 2 国庫補助金

(項) 1 国庫負担金

節
日 本年度 前年度 比 較

区 分 Aエ広h 額

千円 干円 千円 千円

1事 務 費 50，4 7 8 49，546 932 1現年 度 分 50，4 7 7 

国庫負担金

2過年 度 分

2.療養給付費 1，07 3，2 3 6 1，262，5 7 2 ム189，336 1.羽年 度 分 1，073.2 35 

国庫負担金

2過 年度分

3.老人 保健医 41 4，648 。4'14，648 1現年度分 41 4，647 

療費拠出金

国庫負担金

2過年度分

計 1，538，362 1，31 2，11 8 226，244 ~~ ~ 一、，

-8-

説 明

法第 69条に係る負担金

1，6 3 2円× 年間平均被保険者数 3 0，9 3 0人 5 0，4 7ス000円

科目存置 1，0 0 0円
ドー

法第 70条に係る負担金

対象給付費 2，6 8 3，0 8 ~ 0 0 0円 X 40% 1， 0 7 3，2 3 5.0 0 0円

科目存置 1，000円

老人保健医療費拠出金負担金

老人保健医療費 72 5，6 3 3， 0 0 0 rjX子X40係 4 1 4，6 4え000円

科目存置
円

円

Unu 
nu 

-9- (款国庫支出金)



(款) 2. 国庫支出金

(項) 2. 国庫補助金

日 本年度

千円

1助 産 費 8.000 

国庫補助金

2.高額療養費 60，2 3 3 

国庫補助金

3.調整交付金 8，988 

計 7ス221

前年度 比 較

千円 千円

8，000 。

96.7 2 0 ム 36，48 7 

史618 ム 630

11 4，3 3 8 ム 3ス11 7 

-10-

節

区 分 金 額

千円

1助 産 費 8，000 

補 助 金

T 高額療養費 60.233 

補 助 メXで4h 

1調整交付金 8，988 

~ ~ 

説

助産 費 補助 金

基本額 8 [)， 0 0 0 i-fj x 3 0。件×÷

JfZ額療養費補助金

支給見込額 1 8日ろ 5，00 0 r司×す x6 5妬

ト一一一

保険税怒減資交付金

6割対象

平等割 2，088円 x 2.000位帯

均等割 1，2 2 4円 x 2，8 0 0人

4制対象

平等割 1，3 9 2円 x 350世帯

均等割 8 1 6 Ff x 1， 1 0 0人

-11-

，明

8τo 0 0，0 0 0円

60，2-3.3，0 0 0円

4.1 7 6，0 0 0円

3，4 2ス000円

4 8ス000円

8 9 8，0 0 0 F可

(款国庫支出金)



(款 ) 3. 都支 出 金

(項) 1 都 補 助金

節

日 本 年 度 前年度 比 較
区 分 三fQ 額

千円 千円 千円 千円

1.老人医療助 49，432 54)I 86 ム 4，754 1. ~老人医療助 4引432

成に伴う保 成tに伴う保

険者負担増 険者負担増

都補 助金 補 助 金

2.結精 1 0説 1，500 1.500 。1結末ri1 0剖 1，500 

部補 助金一 持fr 助 金

3.高額療養費 1 25，1 01 200，880 ム 75]7 9 1.高額療養費 1 2 5，1 01 

都補 助金 補 助 金

4.入 所老人 670 800 と斗 130 1入 所老 人 670 

:t;1S補 助金 手i可 助 金

-.. 

~ ~ 計 1 76，7 0 3 25ス366 ム 80，663

-12一

説 明

老人医療助成に伴う保険者負担増補助金

⑥対 象医療費 4 5 ~ 0 2 1， 0 0 0円xO. 3 5 8 9 7 4 x 3 0 % 4 9， 4 3 2，0 0 0円

結核予防法、精神衛生法適用者 10割給付補助金 1，5 0 0，0 0 0円

高額療養費補助金

支給見込額 .1 8 5司 33 5，0 0 0円一国庫補助金 6 0，2 3 4.0 0 0円

1 2 5， 1 0 1. 0 0 0円

入所老人補助金
6 7 0，0 0 0円

-13- (款都支出金)



(款) 4. 繰入金

(項) 1.繰入金

節

目 本年度 前年度 比 較
区 分 金 額

千円 千円 干i可 千円

1.一 般会 計 351，878 24只401 1 02，4 7 7 1. 一 般会計 351，878 

4楳"" 入 金 税] 入 金

計 35"1， 878 24引40 1 1 0 2，4 7 7 ~ し~

(款) 5. 繰越金

(項) 1. 繰越金

節

日 本年度 前年 度 比 Ii安
区 分 金 額

千Pi 千円 千円 千円

1. 繰 越 」ヨ亡、乙、 1.000 1，000 。1.線 越 ノ:i1?、、 1，000 

1.000 1.000 。心---------二~/

(款) 6. 諸収入

(項 ) 1. 延滞金及び過料

節

日 本年度 前 年 度 比 ~EX: 
区 分 金 額

千IIJ 千Pl 千円干円
1 延滞金及び

6，000 る，000
。 6，000 

1 延 滞 金
算 金

'・

。1. 返! 料-2.過 料

二二Y三三計 6，001 6，001 。
._.，14一

言活 明

一般会計繰入金 3 5 1， 8 7 8，0 0 0円

一一

〈款繰入金〉

説 明

前年度繰越金 1， 0 0 0，0 0 0円

(款繰越金〉

説 明

延滞金及び加算金 6，0 0 0，0 0 0円

科目存置 1， 0 0 0円

-15一
〈款諮収 入 〉



〈款) 6. 誇収入

(項) 2. 預金利子

目 本年 度 前年度 比較
節

区 分 金ぬ 額

平内 千円 千円 千円

1 預金利 子 1. 0 0 0 1，0 0 0 。1 預金利子 1， 0 0 0 

1， 0 0 0 1. 0 0 0 。

〈款) 6. 誇収入

(項) 3 雑 ー 入

日 本年度 前 年 度 比 較
節

区 分 金 額

千円 平円 千円 千円

1. 返納金 'l， 0 0 0 1， 0 C 0 。1. 返納金 1， 0 0._0句

2.第 三 者
。1 第 三者

納付金 納付金

3.雑 入
。1 雑 入

計 1， 0 0 2 1，0 0 2 。~ -~ 
-16一

説 B
A
 

ELr
 

預金利 子 1， 0 0 0， 0 0 0 pj 

〈款諾 収入 〉

~~ó 明

不当、 不正利得返納金 1. 0 0 0，0 0 0円

科目存 置 1. 0 0 0円

科目存 置 1， 0 0 0円

， 

B 

-17ー 〈款諾収入)



五 歳

〈款〉

(項〉

日
一，

般

管理費

出
1 総務費

1. 総務管理費

本年度 前年度

平円 千円

63.672 61，490 

ー.

本年度 の財 源内訳

比較
特定財 そ源の他 一般財源

国都支出金 地方債

干円 千円 千円 千円 千円

2，182 50，4 7 7 。 。1 3，1 95 

‘ ー

-18-

節

区 分

2給 料

3.職員 手当等

4.共 済 費

呪旅 費

1 o.交 際 費

1 1.需 用 費

1 2.役 務 費

説 明
金 額

千円

o国保事業一般事務経費

2ス476 一般職 1 1人

2 1， 9 8 4 

3.098 職員共済組合負担金他

384 普通旅 費 252，000 FS 
特別旅 費 1 32，000円

国保制度強化推進大会 25.000円

連合会多摩支部研究会 32.000 FS 
関東甲信静地区国保事務研究会

22，000円

南地区運協会会長研修随行 53，000円

5 0 国保事業に伴う 交際費 50，000円

863 消 耗 品費 340，000円

消耗文具愛 20，000円

消耗器材費 11 0，000円

購 ロ売 料 2.10，000円

食 手量 費

査察指導賄 1 5，000 P1 
印刷製本建

封 筒 イ也 498.000円

修 繕 料

電卓 他 1 0，000円

675 郵 使 料

被保険者証送付他 675，000円

-19- 〈款総務費〉



(項) 1. 総務管理費

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源、
一般財源、

国都支出金 地方債 その他
区 分 金 額

説 明

千円 千円 平円 千円 千円 手丹 干円
平内

般 1 3委 託 料 虫oj 9 診療報酬明細書処理 8，960.000円

管理費〉 被保険者証更新事務 89，000円

1 8備品購入費 2 8 塁王 板 28，000 円

一
1呪負担金、補助 6 5 負 担 金

及び交 付 金 関東甲信静地区国保事務研究会 2ス000円

東京都市国民健康保険協議会 5，000円

多摩支部事務研究会南地区部会 1 5，000円

南多摩公営国保医師会連絡協議会

1 0，000 P-l 
国保団体連合会多摩支部保険者 6，0 UO円

、 全国都市国保主管課長研究協議会 2，000円
ヤー一

2.運 営 607 602 5 。 。 。 607 o国保運営協議会経費

協議会費 1報 島明 504 国保運営協議会委員 1 2人 504.000円

十一→

9.旅 費 7 5 費用弁償

南地区国保運営協議会会長視察研修

53，000円

国保信Ij度強化推進大会 ス000円

その他会議出席 1 5，000円

1 1.需 用 費 1 8 食糧 費

会 議 賄ー 1 8，000円

1呪負担金、補助 1 0 負 担 金
及び交 付 金 南多摩地区国保運営協議会会長会

8，000円

南多摩地区市町村国保運営協議会連絡

協議会 2，000円

-. 

-20一
(款総務費〉

-21一



〈項) 1. 総務管理費

本年度の財源内訳 賛j

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源、
一般財源

国都支出金 地方債 そ の 他

説 明
区 分 金 額

千円 平内 干円 千円 千円 手円 千円 千円

ろ趣 ヒ臼ニd 1， 000 1;000 。 C 。 。 1.000 

普及 費

。趣旨普及費

8報 イ賞 費 1， 0 0 0 健康家庭記念品

2，000円X500件 1，000，000円

4.連合会 I，865 1，621 244 。 。 。 1.865 1呪負担金、補助 1，86 5 連合会負担金

負担金 及び交 付 金 被保険者害j

3 4.4 7円X3 0，9 3 0人 1，066，000円

事務費制
1 5.41 

5 1，8 2 6，4 4 6円×一一一 79史000円
1.000 

計 6ス144 64，71 3 2，4 31 50，4 7 7 。 。1 6，667 -----------ンィイ
-22一 -23-

(款総務費〉



〈款) 1. 総務費

(項) 2 徴税費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源
一般財源

医関投出金 地方債 そ の 他

節

区 分 金 額
説 明

千円 千円 千円 千円 ニF円 千円 平内

千円

1.徴税 費 20，556 1 4.91 2 5，644 。 。 。20.5 5 6 
o保険税賦課徴収経費 、.!.

司、

1 1.需 用 費 2，444 I 消 耗 品費 24 ，:S，O 0 0円 屯

消耗器材費 21 5‘000円

購 さLきd士E 業; 28，000円

印刷製本費

封 筒 他 2.2 0 1，000円

'12，役 務 費 ス998 郵 便 料

納税通知他 ス854.000円

手 数 料

郵便振替

72.0 01 0円X1 2月 1 44，000円

1 3委 託 料 1 0.0 0 4 国保税賦課徴収計算事務 虫29虫000円

国保税事務

3，525円X4人X50日 705，000 r弓

1 8備品購 入 費 電 卓 2ムIコ 20，000円

保管庫 1台 30，0 G 0円

磁気テープコンテナー 1台 20，000円

トLノーキャビネット 7台 40，000円

2.納 税 2.344 2.7 5 6 -̂ 412 。 。 。 2，344 

奨励費

。納税奨励費

1呪負担金、補助 納税組合補助金

及び交付金 調定額
3 

7ス32ス510円×一一- 2，320，000円
100 

組合長

4 0円X602世帯 24，000円

22，900 1ス668 5232 。 。 。22，900 /-------イプし~し一一一一一一一一一一ー
-24- -25-

(款総務費〉



(款〉

(項〉

2 保険給付費

1 療養諸費

本 年 度 の 財 源内 訳

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
般財源、

国都吏長金 地方債 その他

千円 手内 干円 平内 平河 干円 平内

1.療 養 1，861，363 2，1 78，000 ム 316、6371，1 32.325 。351，878 37ス1601:

給付 費

2療養費 24，ClO 0 45，000 ム 21，000 1.50Cl 。 。22，500 

3審査支払 ス265 5，51 8 1.747 。 。 。ス265

手数料

計 1，892，628 2，228，51 8 ム 335，8901，1 33，825 。3 5 1. 8.7-8.: 406，925 " 

-26一

3 ・:1.、‘
J量 ー

節

説 明 t区 分 金額

干円 丁

1呪負担金、補助 I 1， 8 6 1， .3 6 3 

及び交付金

療養給付費保険者負担分

年間総唇療費 2，65引088，667円×給付

割合 一ι- 1，861. 3 6 3、000円
1 0 

印負担金、補助

及び交付金

2 4，0 0 0 I 療養襲保険者負担分

2、o0 0，0 0 0円X1 2月 24.000，000 pj 

1 .3委託料 ス2651 審査手数料

1 8.4 0円X1 6.8 0 0枚 X 1 2月

ろ，71 0，0 C 0 P-J 

支払手数料

1 8.4 0 IJ]x 1 6，1 0 n枚 x1 2月

3.5 5 5，0 0 0円

し一三一一一一一
-27-

〈款保険給付費〉



〈款〉

〈項〉

2. 保険給付費

2. 高額療養費

本年度 の 財源内訳

目 本 年度 前年度 比 較 特 定 財 源、
般財務、

医部支出金 地方 債 そ の他
.日 開ー

千円 干内 千円 干円 千円 千円 千円

1高 額 1 85，334 29ス600 ム 112，266 1 85，334 。 。 。
療養費

言j- 1 85，334 29ス600 ム '112.2 6 6 1 85，334 。 。 。

(款) 2 保険給付費

(項) 3 助産 費

目 本年度 前 年度 比 較 特定 財源

区国;部一支一仕l企地方債 その 他 一般財

ヰニ円 千円 千円 平内 千円 干円 干内

1.助産費 24，000 24，000 。 8，000 。 。1 6，000 

計 24，000 24，000 。 8，000 。 。1 6，000 

-28ー

節

区 分 金額

守二月

印負担金、補助 I1 8 5，3 3 4 

及 び交付金

説 明

高額療養費

1 5，4 4 4，5 0 0円x1 2月 1 85，334，000円

(款保険給付費〉

節

明
区 分 金 額

説

円 負担~.. 補助

及び交 付 金

24，000 

千円

助産費

8 0，0 0 0円X25件X1 2月 24，000，000円

-29-
(款保険給付費〉



〈款 ) 2. 保険給付費

〈項) 4. 葬 祭 費

目 本年度 前年 度

千円 平内

1.葬祭費 ス560 ス560

前- ス560 ス560

(款) 2 保険給付設

( ~I ) 5. 育児手当金

日 本年度 前年度

千円 千円

1育 児 600 600 

手当 金

前ー 600 600 

比

比

本年度 の 財源内訳

較 特 定 財 源、

国都支出金 地 方債 そ のイ也
千円 千円 干円 平円 干円

。 。 。 。ス560

。 。 。 。ス560

トーー一一ー
本 年 度 の 財 源 内 訳

較 特 定 財 源
一般財源

国都支出金 地 方 債 その他

手円 干円 平内 千円 千円

。 。 。 。 600 

。 。 。 。 600 

-30ー

節

区 分 金 額

千円

門 負担令、補助 ス560

及 び 交付金

t 、

~--し~

節

区 分 金 額

平内

門負担念補助 6ηo 

及び交付金

説

葬 祭 費

t ， 
‘ . 

明

30，000円x2 1件x1 2月 ス560，00-0円

. 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー
〈款保険給付費〉

説 明

2，000円X25件X1 2月 600，000円

-31- (款保険給付費〉

， 



(款) 3. 老人保健拠出金

(項) 1. 老人保健拠出金

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度町 比 較 特 定、財 源、

国都支出金 地方債 そLの 他
般財源

手円 千円 手円 平円 千円 ー下内 平内

1老人保健 725，634 。725，634 41 4，647 。 。31 0，987 

医療費拠

出金

2.老人保健 3，166 。 3，166 。 。 。 ろ，166

事務費拠

出金

， 

計 728，800 。728，800 41 4，647 。 。314，153 

.句

-32-

節

説 明
区 分 金額

千円

円負担久補助 I7 2 5，6 3 4 

及び交 付 金

老人保健医療費拠出金

老人医療費 725，634，000円

医療費按分 i.221.71ス000凹×三一×
- 1 0 

0.52 7 4 5 0，6 9 2，0 0 0円

加入者按分 1，221， 71ス000円×三一×
1 0 

0.4 7 3 x 0.6 7 9 6 9 2 7 4，94 2，0 0 0円

1呪負担令、補助

及び交付金

ろ， 16 6 審査支払事務費拠出金

6ス20 illX 4 3，3 3 8件

基金事務費拠出金

8.2 0円X3 0，9 3 0件 254，000円

2，91 2.000円

!/イイ/し~I 一一一一一一一一一
zJ 

Z
J
 

〈款老人保健拠出金〉



(款) 4. 誇支出金

(項) 1. 償還金及び還付金

本年度の財源内訳

自 本年度 前年度 比 較 特定 財 源

国都支出金 地 方債 その 他
般財源

千円 手円 平円 平円 千円 千円

1.償還金及 4，100 3，600 500 。 。 4，100 

び還付金

i打E計 4，1 00 3，600 500 。 。

〈款) 5 予備費

〈項) 1 予備費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 ，λmと&でr 財 源

国都支i~命 地方債 その他
一般財源

千円 千円 千円 千円 平円 手円 手同

1予備費 3，000 1 0，000 ムス000 。 。 。3，000 

計 3，000 1 0，000 ムス000 。 。 。3，000 

-34-

節
説 明

区 分 匂金 額

手円

23.償還金、利子 4， 1 0 0 保険税過誤納還付金 4，100，000円

及び割 引 料『

. 
' 

: 

~ ~ 一一--一一一一一一一一「一一|
(款諮支出金 〉

節
説 明

区 ト
J

A
ノ 金額

千円

-35-
〈款予備費〉



給与 費 明細書

1. 特別職

給 与 費

区 分 職員数 共済費 合計 備考
報酬 給料 職員手当

人 千円 千円 平内 手円 干円 千円

長 等

本

議 貝

年

その他 1 2 5 0 4 。 。 504 。 5 0 4 

度

1 2 5 0 4 。 。 5 04 。 504 

長 等 ι. 

t=JU 

議 貝

年

その他 1 2 504 。 。 504 。 504 

度

言1 1 2 504 。 。 504 。 504 

長 全~

比

議 貝

. 
その他 。 。 。 。 。 。 。

較

計 。 。 。 。 。 。 。

一一一一一一 一

-36-

給与費明細書

2. 一般
( 1 )総

職

括

一 絵 与 費
区 分 職員数

給 料 職員手当 計

本年度 1 1 人 2ス476 千円 21， 984 千円 4引460

前年度 1 1 25，088 1呪380 44，468 

比 較 。 2，388 2，604 4，992 

職 員 手 扶 養 手 当 1， 084 調 整手当 2，673 

当 の 住居手当 726 通勤手当 1，1 37 

内 訳 特殊勤務手当 222 期末勤勉手当 1 3.032 

一般職員一人当り給与費の状況

区 介 一人 当 り給与 費

本 年 度 4， 4 9 6 千円

前 年 度 4， 0 4 3 

初任給の状況

区 分 そAふ子ら 歴

ら8年 1 月 1 日 高 校 卒

現在 大 寸A斗4一与 卒

5 7年 1 月 1 日 τ';!;'J 校 卒

現在 大 べ戸MF-， 卒

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分

5 8年 1月 1日 平均給 料 月 額

現 在 平 均年 齢

57年 T月 1日 平 均給料月 額

現 在 平 均年齢

等 級 別職 員 数 の状 況

区 分 一

.( 

共済費 メロ'>.! 去ロ十l 

千円 3，098 千円 5 2，j 5 8千円

2，ヲ 45 47，413 

1 53 5，145 

管 理職手当 1，1 31 

時間外勤務手当 1， 979 

一 般 耳説

1 0 2. 1 0 0 円

1 1 8. 3 0 0 

1 0 2‘100 

1 1 8，3 0 0 

一般職

19 5，2 7 3 円

3 3. 0 0 才

1 8ス900 円

3 2.0 3 才

般 職

58年 1月 1日
1 等 級 。人 4 等級 7 人

2 等級 。 5 等級 吋 2
現 在

3 等級 2 1 1 

1 等 級 。 4 等 級 6 
57年 1月 1日

2 等級 。 5 等級 2 
現 在

5 等級 計 .9 

1-ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一

ーも 7ー

備考

』千円



.r 

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細 .-， 

'J~" r 

区分 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 イ庸， 考

千円 千円 給与改定の状況 ー
1.給与改定 表 ‘上 。% j給与改定率 09も

K 伴う 。 実 質 o 9も 前年度 給与改定実施時期

増 加分 の改定
+ぷ一千二 月 百

高合 水年度 a 給与改定率 3Cjら

平均昇給間差×現 平均昇給率 3.5% 昭和 58年度
2普通昇給 (1(在職する職員数 (昇給期 〉 〈職員数〉

2， 3 8 8 K伴 う 585 x 1 2ヶ月 4人

増減 分 4，4 3れ 14̂'x伊 昇給期月Ij ~ 7月 2人 ;

= 584.760円
職員数 1 0月 3人

料
1月 2人

職員数の変動K係 職員の異動状況

3.その他の わるj省額1.732千円 現 K在 職

1， 8 0 3 給与改定留保額 する職員人数 ) (その他)(f3り

増減分 5 8年度(370)ー 本年度 1 'lA 0人 1 1人

都市計画事業特別会計予算書

57'f'度(3ゑ〉 千円
前年度 1 0人 1人 1 1人

801 -730=71 増減 T人 ム1人 。人

1.調整手当
250 

職員の変動 と定期 調整手当の支給率

の増減分 昇給による増額 (給料+扶養手当+管理職手当)x 99も

期末勤勉手当支給率

本年度

l支給却1 6月 1 2月

職 2.期末勤勉 支給率 1.8ク月 2.6ク月

手 当の 少 8.3 !I 支給期 5月 言十

増減分
支給率 0.5ク月 4.9ク月

前年度
貝 6月 1 2月

支給率 1.8ク月 2.6ク月

支給期 ろ月 言十

手
支給率 0.5ヶ月 4.9ク月

2， 6 0 4 

3.扶養手当
ム14 5 対象職員の変動

当 の増減分

4管理職手 対象職員の変動と定
当の増減 3 4 ー_--.， 

介
期昇給Kともなう増

5時間外勤
給与η変動と時間外

務手当の 1， 3 5 0 
勤務の増加Kよる

増減分

6.その他の 特殊勤務手当 60千円
1 3 2 

増減分 通勤手当 72干円
•. 

-38-



昭和 58年度 目野市都市計画事業特別会計予算

昭和 58年度 目野市都市計画事業特別会計予算は、次に定め

るところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は 、歳入歳出それぞれ

6 4 8， 2 4 6千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款:項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予算」による。

(歳出予算の流用)

第 2条 地方自治法第 220条第 2頃ただし書の規定 に より、

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定める。

(1) 各項に計上した給料 、職員手当等及び共済費(賃金

に係る 共済費を除く)に係る予算額十て過不足が生じた

場合における、同一款内でのこれらの経費の各項の間 ;

の流用。

昭和 58年 5月 8 日提出

日野市長森田喜美男

-39ー



第 1表 歳入歳出予算

歳 入 ‘，
 

款 項 ，忠/'-... 額

1国庫支 出 金 5.1， 000 千円

1.国 庫補助 金 5 1， 0'0、0・¥、

2 都 支 出 金 2 4， 0 1 0 

1.都 補 助 ~ 2 4， 0 0 0 

2委 託 金 1 0 

3.繰 入 金
i 、. 

5 6 6， 6 '7 3 

1. Mk 入 金 5 6 6， 6 7 3 

4繰 越 金 500  

1繰 越 金 500  

5.諸 収 入 6， 0 6' 3 

1.諸 収 入 6， 0 6 3 

歳 入 1口b、 言十 6 4 8， 2 4 6 

昭和 58年度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書

歳出

款 項 3ハZ、 額

1都市計画費 6 4 8， 1 7 3千円

1.区画整 理管理 費 1 4 0， 0 0 8 

2.神明上区画整理費 9， 7 6 8 

3.万願寺区画整理費 [ 4 9 8， 3 9 7 

2.予 備 費 7 3 

1予 備 費 7 3 

歳 出 よ口』 計 6 4 8， 2 4 6 

-40ー



歳入歳出予算事項別明細書



'，i 

1 . 総括

歳入

款

1国 庫 支 出

2都 支 出

3.繰 入

4.繰 越

5.諸 収

歳 入 よ口』 言十

歳出

本年度
款

予算額

千円

1都 市
648，1 73 

計画費

2予備費 73 

歳 出合 計 648，246 

本年度予算額

/温¥ 5 1， 0 0 0 千円

金 24，0 1 0 

金 56 6.6 7 3 

/耳¥ 500 

入 6， 0 6 3 

6 48，2 4 6 

一

前年度
比 較

予算額

F円 千円

98虫11 2 ム340，939

2，934 ム2.861 

992.046 ム343，800

-41ー

前年度予算額 比 較

20，000 千円 31， 000 千円

1 0，1 0 0 1 3，9 1 0 

7 11 8，4 0 4 ど~ 1 8 1， 7 3 1 

500 n もJ

21 3，0 4 2 ど~ 2 0 6，9 7 9 

9 9 2，0 46 L~ 3 4 3，8 0 0 

本年度の財源、内訳

特 定 財 源、 一般

国者13支出金 地方債 その他 財源

千円 千円 千円 千円

75，01 0 U 門 572.673 a90 

。 。 。73 

75，01 0 。572，673 563 



2_ 歳

(款)

(項)

入
1. 国庫支出金

1. 国庫補助金
一

節
臼 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

干円 千円 千円 干円

1.，区画整 理 51.000 20，000 31.000 1.万願寺区画 48，000 

国庫補助金 整理補助金

2西平山地区 3，000 

区 画 整 理

補 助 金

計 51，000 20，000 31， cl (J 0 シノ/

(款) 2. 都支出金

(項) 1.都補助金

節
目 本年度 前年度 比 fJ交

区 介 金 額

千円・』 千円 千円 T円

1区 画整理 24，000 1 0，000 1 4，000 1.万願寺区画 24，000 

都補助金 整理摘助金

言十 24，000 1 0，000 '14，000 ~ ~， 
-42-

説 明

万願寺区画整理事業

基本額 72，0 0 0，0 0 0円×? 48，000，000円

西平山地区区画整理調査 : 

基本額 矢口 o0，0 0 0円×t ろ，000，000円

(款国産支 出金 )

説 明

万願寺区画整理事業

基本額 ? 2，0 0 0，0 00円×j 24，000，000円

-43-
(款 都 支 出 金 )



(款)

(項)

2. 都 支出金

2. 委託 金

官行

目 本年度 前年度 比 較
区 介 金 額

千円 千円 千円 千円

1区画整 理 1 0 1 00 ム90 1区 画 整 理 1 0 

委 託 金 委 託 ~ 

言十 1 0 1 00 ム90~ 〆イ‘L 

(款 ) 3 繰入金

(項 ) 1 繰入 金

節

目 本年 度 前 年 度 比 較
区 分 ~ 額

干円 千円 千円 千円

1一般会計 566，673 748，4 04 ム181，7 31 1区画整理管 1 3引877

繰 入 金 理費繰入金

2神明上区画 ろ，72 0 

整理説繰入金

3.万願寺区画 423，076 1; 

整理島繰入金

言十 566，673 748，4 0 4 企18 1. 731 1~~
-44-

M
W市

二一-口 明

区画整理法第 76条許可事務 1 0，000円

(款都支出金 〉

説 明

一般会計繰入金

区画整理管理費繰入金 !139，87ス000円

神明上区画整理費繰入金 3，720，000円

万願寺区画皇室理費繰入金 : 423，076，000円

(款繰入金〉
-45一



(款) 4 繰越金

(項 ) 1 繰 越金

節
目 本年 度 前年度 比 較 説 t 明

1 

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1繰 越 金 500 500 。1.区画整理管 1 00 前年度繰越金

理費繰越金 区画整理管理費繰越金 1 00，000円

2神 明上区画 1 00 神明上医画整理費繰越金 1 00，000円

祭壇費偽泣金
、

ろ万願寺区画 300 j 万願寺区画整理費繰越金 300，000円

盤理費織越金

， 

. 

、

言十 500 500 。~~ 
-46- -47ー

(款繰越金)



(款) 5 諸 収入

(項 ) 1. 諸 収 入

節
自 本年度 前 年 度 上じ 較 説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1預 金 利子 61 1 1 0 ど~49 1区画整理 管 30 区画投理管理費預金利子
30，000円

理費預金科子

2神明上 区画 科目存競
1.000 円

整理費預金

利子

3.万願寺 区画 30 万願寺区南整理費預金利子
30，000円

整理費預金

利子

‘ 

2.雑 入 6.002 20，002 乙、14，000 1区画、整理管 科目存 i置
‘k 1.000円
t 

理費雑入
‘ 

2神明上区画 6，000 清算に伴う徴収金 6，000，000円

きを理費雑入

3.万願寺区画 科目存 置 I，O 0 0円

整理費雑入

保 儲 地 。1 92，930 ζ:¥ 1 92，930 )発 目

処 分 ノ9i
， 

t 官

言十 6，063 21 3，042 ム206，979~ ~ 
(款 諸 収 入 )

-48-
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出
1. 都市計画費

3. 歳

(款)

(項) 1 区画整理管理費

目 本年度 前年度

千円 千円

n支 1 40，008 1 80，1 81 

管理費

本年度の財源内訳

比 教 特 定 財 源
一般財源

国者校出金 地 方 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円

ム40，173 3，010 o I 1 36，877 1 21 

-50一

節

区 分

2.給 料

5職 員 手 当等 l

4共 済 費

9. :51長 努!

1 O.交 際 費

1 1需 用 費
j 

: 1 2役 務 襲

: 1 3.委 st; 料

金 額
説 明

。区画整理一般管理事務経費

3 6.9 5 5 一般職 1 3人

職員共済組合負担金他

普通旅費 5虫000円 1

特別旅費 1 21.000円

区画整理組合視察研修随行

4引000円

区画整理講習会 72，000円

1 6 0 区画整理事業比伴ろ交際費 1 60，000円

469 消耗品費 253.000円

消耗文具費 1ス000円

消耗器材費 I 1 00，000円

被 日夜 費 i 1 36，000円

食糧費

会 議 j塙 46，000円

印刷製本費

陽画焼付他 1 60.000円

修繕料

担Ij景器具他 1 0，000円

756 郵 使 ;料 756，000円

6ス18 8 高幡地 区区画整理業務 1 2，500，000円

豊田南地区区画整理業務 1 .6，0 0 0，0 0 ()円

西平山地区区画整理業務 38，500，000円

区画整理事務 1 88，000円

-51-
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(項 ) 1 区画整理管理費

本 年度の 財源内訳
節ー

目 本 年 度 前年度 比 較 特 定 財 源、
一般財源

医渚肢 出金 地方債 その他
区 分 ~ 額

説 明

---・ 吋

千円 千円 FPJ 千円 干円 千円 千円 千円

般

管理費 )

: 1 4使用 料及び 4 5 I会場借上料 45，000円

賃 千四 キヰ

1呪負担金、補助 8 2 負 す日 金

及び 交付金 区画整理講習会 1 2.000円

日本土地区画整理協会 30，000円

ゼミナーノレ参加 40，000円

9 

言十 1 40，008 180，181 ム40，173 3，010 。1 36，877 1 2 i し-------------~ 
・

一一一一一一ー一一←

一一一一一一一一
一

-52ー
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(款) 1. 都 市計画費

(項 ) 2. 神明上区画整理費

本年度の財源内訳 節
自 本年度 前年度 比 較' J侍 定 財 源、

一般財源
国都支出金 地方債 その他

ド一一ー

区 分 金 額
説 明

千円 千円 千円 干円 千円 千円 千円 千円

1.区画整理 3，768 1 5，999 ぷ込12，231 。 。 う，720 48 o神明上区画整理経費

総務費 2給 キヰ 2‘o .5 8 一 般 職 1人

ろ職 員 手 当等 1. 4 2 7 

4共 済 費 234 職員共済組合負担金他

i 虫旅 費 2 7 普通旅費 2ス000円

'1 1需 用 費 1 6 消耗品費

消耗文具費 2.000円

被 ~R. 費 14，000円 |

1 2.役 務 費 6 郵便料 6，000円

2.神明上 6，0 U 0 300，000 どと込294，000 。 。 6，000 。 28.繰 出 金 6， 0 0 0 清算金徴収 K伴う繰出金 6，000，000円

法静事務費

審議会費 。 437 ム，137 。 。 。 。 i発 目

事業資 。169，000 ど~1 6令000 。 。 。 。 廃 目

言十 9，768 485，4 3 6 ム475，668 。 。 引720 48 
」ー し----------し~ 一一一一一一一一一

-54-
-55-

(款 都市計画費)



(款) 1 都市計画費

(項) 3. 万願寺区画整理費

本年 度の 財源 内訳 節
ー・

自 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源、

国者[度出金 地方債 その他
一般財源 区 介 金 額

説 明

千円 千円 干l可 千円 千円 千円 千円 千円

1.区画整理 42，968 19.382 23，586 。 。42，647 321 。万願寺区画整理経費

総務費 2給 料 虫327 一般 職 ろ人

; 
ろ職 員 手 当今年 9.58 1 

4.共 済 費 1 0 4 8 職員共済組合負担金他

ス賃 主戸主、 600 臨時職員庖上

ム000円 X 1 0 0人 600，000円

9旅 費 4 3 1 普通旅費 431，000円

1 1需 用 費 3 1 5 消耗品費 2 () 5，0 0 0円

消耗文具控 5ρ00円

消耗器材費 1 58;000円

被 月良 ;費
、

42:000円

食糧費

会 議 賄 30，000円

印刷製本費

|湯函焼付他 80‘000円
? 

; 1 2役 務 且7念畠: 297 郵使料 t 

万願寺だより送付他 29スOOCl円
ト一一一一

1 4使用料 及び 2 0.6 5 8 土地借上料

賃 イ日 華寺 8 0、o0 0 m2 e 20，658，000円

1 6.原材 料 費 465 切込砂利
. 

3，600円 X 1 0 0 m3 
360，000円

常混合材

1 0，5 0 0 '円 X 1 0 t 1 05，000円

‘ ・ー ， ー一. 

一一
..... 

(款都市計画費)
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(項) 3 万願寺区画整理費

本年 度の 財源 内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 班、
‘般財源、

国者!茨出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

(区画整理

総務 費)

2審議会費 1，99ヲ 887 1， 1 1 2 。 。1， 999 。

5事業 費 453.430 303，226 1 50，204 7 2，C 0 0 。381，430 。

. 

言十 498，397 323，4 95 1 74，902 72，000 o ~ 426，076 321 

-58-

節

説 明
区 分 金額

1 8.備!日購入費

千円

246 35，000円

50，000円

42，000円

44，000円

75.000円

電卓 5台

カメラ 1台

図面ラック 3台

黒 板 1台

プラニメーター 1台

C 万願寺区画整理審議会委員及び

評価員経費

1報 ~H 1， 8 9 0 審議会委員 1 5人 1，680，000円

評 価 W~ 5人 21 0，000円

1 1需 費 食 {量 費用 1 0 9 

会 議 賄 1 0矢000円

。万願寺区画整理事業経貸

1 3.委 託 事↓ ，区画受理事業業務 2 08，850，0 0 0円

画地確定演IJ量: 6，600.000円

1 5工事請負費 1 5 5，9 0 0 区画街路築造 1 55，9 0 0，0 0 0円

W ニご 6. 0・--1 O. 0 77i eニー 2.1 0 8 m 

22 締イ賞 、 補 1其 82.080 建物移転補イ賞 70、000，000円

及び賠 償 金 工作物、樹木移転補償 9，000，000円

農作物楠償 2，330，000円

埋設物移設補償 750，000円

~オ<"~I~ 三竺一一一一r

-59-
(款都市計画費 )



(款) 2. 予備 費

(項) 1.予備費

本 年度 の財 源内 訳 節
目 本年度 前年度 比 較 特 A 財 源、

一般財源
既成出金 地方債 その他 区 介 金 額

説 明

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
トーー

千円

1予備 費 73 2，934 ム2，861 。 。 。 73 
区画整理管理費 1 0.0 00円

神明上区画整理費 53.000円

万願寺区画整理費 1 0，000円

. 

言十 73 2，934 ム2，861 。 。 。 73 ~ 二二7 一一一一一一一一一
-60- -61-
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給 与 費

1 特 別 職

給 ートーコム

区 ノ5t 耳裁 民 数

幸良 蹴1 給 料

，A 千円

長 Aキ-デー

議 貝

本 年度

~ の 他 2 0 1， 8 9 0 

2 0 1， 8 9 0 

長 等

議 貝r'r 

前 年 度
てープ の 他 3 7 1. '1 9 7 

言十 3 7 '1， 1 9 7 

長 fー主でIナ~

議 貝

比 較

y ζ の 他 ど今 1 7 693 

言十 ム 17 6 9ろ

ーも立ー

明

費

職員手当

千円
千円

。 。
。 。

『 ー

。 。
。 。

。 。
。 。

細

言十

重主
巨ヨ

1， 8 9 0 

1， 8 9 0 

1， 1 9 7 

1， 1 9 7 

693 

693 

共 済 費 ぷE1L 言十 偽ニ 矛J壬

F円 千円 千円

。 1， 8 9 0 

。 1， 8 9 0 

。 1， 1 9 7 

。 '1， 1 9 7 

。 693 

。 6 9ろ
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給与費明細書
2. 一般職

(1 )総 括

給 4トす 費
区 分 職 員 数 共済費 メにb1h 言十 備考

給 料 職員手当

本 年 度 1 7 人 48，340 千円 41，026 千円 89，366千円 5，437千円 94.803千円

前 年 度 1 4 38，524 2虫815 68，339 4，504 72，843 

比 較 5 引816 1 1， 2 1 1 21， 027 933 21， '} 6 0 

職員、手 扶養手 当 2，921 調 整 手 当 4.837 管理 職手 当 2，363 
千円

当 の 住居手当 1，1 22 通 勤 手 当 1，531 時間外勤務手当 4.9 1 1 

内 訳 特殊勤務手当 24 期末勤勉手当 23，31 7 

一般職員一 人 当 り給 与 費の状 況

区 分 一 人 当 り給 与 資

j伝 年 度 5，257 千円

前 持L 度 4，8 8 1 

初任給の状況

区 分 寸~ Jff 一般職

5 8年 1月 1日 品 校 卒 1 0 2， 1 0 0 円

現在 大 さ羊 卒 1 1 8，3 0 D 

::. 7年 1月 1日 ralJ 校 互主 1 0 2. I 0 0 

現在 大 -とfEf-， 卒ー 1 1 8. 3 0 0 

平均給料月額及び平均年齢の状況

区 分 一般職

5 8年 1月 1日 平均給料月額 2 2 6， 3 0 7 円

現在 平 均 年 齢 :; 5. 0 7 才

5 7年 1月 1日 平均給料 月 額 2 2 4.0 9 2 円

現在 平 均 年 齢 3 5. 0 4 才

等級別職員数の 状況

区 分 一 般 職

5 8年 1)"1 1日
等級 。人 4等級 9 人

2等級 < 5等 級 今

現在
3 'ゼtデ J士t0メI 5 計

5 7年 1月 T日
1等級 。 4答品"えdノr、 ヲ

現在
2 ~ヰ級 5等 級

3等 級 2 1 3 

-64ー

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分|増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 イ席 考

干円 干円 給与改定の状況
1給与改定 表 上 。ヲ。

前年度
給与改定率 0% 

に伴 う 。 実質 09も {給与改定実施時期

年 月 日
給 | 増加 分 の改定

本年度 給与改定率 35も

2普通昇給

K 伴 うi 859 

~玉 増その恢刊分の
I 8， 9 5 7 

増減分

平均昇給間差×現 |平均昇給率

に在職する職員数

x 1 2ク月
円 人 ク月

5，1 0 9 x 1 4 x 1 2 

1.調整手当

の増減分
:， 0 1 1 

3.2 9 <;ら

(昇給期) (職員数〉

( 4月 7人

昇給其H1.)1jI 7月 1人

職員数 110月 5人

L 1月 5人

職員数の変動K係!職員の異動状況 ! 

わる増額ω71千円 I (現 K在職 ! 
給与改定留保額 ! (する戦員数) (その他)G汁): 

5 8年度(3%) -I 本年度 14人 ろ人 1 7人 i
5 7 ~唆( 3 %J I一 一 前 年 度 13人 1人 1 4人 1

1409 -1，1 23こ28 6~J I増減 1人 2人 5人 !

職員の変動と定期 i調整手当の支給率

昇給Kよる増額 1 (給料十扶義手当+管理職二子当)x 9%1 

|期末勤勉手当支給率

! 本 {支給期

i ￥ j:支給率

! 昨 !支給英1)

1支給率

九 f支給期

21文給率

ril支給期
!支給率

= 858，31 2円

山、

何日4
2期末勤勉

手当の

i曽減分

6月

1.8ク月

3月
同
月ク

{
〉

三一
日

{

-

A
斗

1 2月

26ゲ月

4， 8 1 6 // 

0.5ク月

6月

1.8ク月

5月

1 2月

2.6ク月貝

0.5ヶ月 4.9ク月

手 I1 1. 2 1 1 

3.扶養手当

当 I I の増減分

4管理職手

当の増減

分

K

一と

う

動

一動

伴

変

一変

に

の

一の
枇
守

員

額

一員

給

職
増

一職

昇

象
ゐ

一象

期

額

対
ょ

一対

定

用

no 

Q
U
 

，A
U

『

A
J

γ
，

F
h
d
 

5.住居手当 I 1 9 8 I職員の変動による

の増減介 I I :増額

6時間外勤 I I給与の変動と時間

務手当の I3，6 3 8 ，外勤務の増加によ

増減分 I Iる

』一一

スその他の

増滅介

2 4 2 I通勤手当 2 421'伺
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事 項

，̂ 

万願寺区画整理事業

に伴う業務委託

限 度 額

債務負担行為で翌年度以降にわ

支出額 の見込及び当該年度以降

前年度末ま での (見込)額

期 間 〆宜，6.. 額

千円 干円

ス850，0 0 0 昭和 56年度から 2 3 4， 2 0 2 

昭和 57年度まで

ーもらー

たるもの についての前年度までの

の支 出予定額κ関する 調書

当該年度以降支出予定額 左

特
;Jl月 問 金 額 国都支出金

千円 千円

昭和 6 2年度まで ス61 5.7 98 。

-67ー

の 財 源、 内 訳

定 財 源、
般財源

地方債 その他

千円 干内 干円

。ス615，7 98 。

一ー」ーーーー ー



昭和 58年度

下水道事業特別会計予算書

-68ー



昭和 58年度日野市下水道事業特別会計予算

昭和 58年度日野市下水道事業特別会計予算は、次に定めると

iころ による。

(歳入歳出予算 〉

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1，7 2 8，1 3 6 

千円と定める。

1・ 2. 歳入歳出予算の款項の区分-与えび当該区分ごとの金額は引

! r第 1表 歳入歳出予算」 による。

(債務負担行為 〉

第 2条 地方自治法第 2 1 4条の規定 により債務を負担する こ

とができる事項、期間及び阪度額は、 「第 2表 債務負

担行為」によるむ

(地方債)

第ろ条 地方自治法第 230条第 1項の規定により起こすこと

ができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は、 「第ろ表 地方債J(rCよる。

(歳出予算の流用〉

第 4条 地方自治法第 220条第 2項ただじ書の規定 (ζ より歳 :

出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合

は、次のとおり定める。

(1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済策(賃-金

に係る共済餐を除く〉に係る予算額に過不足を生じた

場合における、同一款内でのとれらの経費の各項の間

の流用。

昭和 58年 5月 8 日 提出

日野市長森田喜美男

ーも9ー



第 1 表 歳 入 歳出予算

歳 入 歳 出

款 項 金 額

1.使用 料 及び
千円

8 5， 6 3 3 

手 数 料

1使 用 料 8 5， 5 9 3 

2.手 数 料 4 0 

2国庫 支出 金 1 6 0， 0 5 2 

1.悶 庫補助 金 1 6 0， 0 0 0 

「ー.

2.委 託 金 5 2 

ろ都 支 出 金 3 4， 5 0 0 

1.都 ネ南 助 金 3 4， 5 0 0 

4. ~:操 入 /三~ 4 6ス945

1.繰 入 /立~ 4 6ス9 45

、

5. ~i呆 越 ~ 5 00  

1繰 越 ノ~、 500  

6諸 収 入 1. 4 0 6 

1.預 金 利 子 1， 4 0 0 

2.雑 入 6 

ス市 債 9 7 8， 1 0 0 

1.市 債 9 7 8， 1 0 0 

歳 入 メ口~ 言十 1， 7 2 8， 1 3 6 

款 項 金 額

道 費
干円

1.下 1， 0 5 究 8 3 1 
、

1.下水道管理 費 8 3， 1 0 1 

2.下水道建設 費 8 0ス4 9 0

3.多摩平処理場費 169，240  

2都市下 水路 費 5 4 1， 6 2 2 

1.都市下水路費 5 4 1， 6 2 2 

3.公 債 費 1 2 1， 6 8 3 

1.公 債 費 12 1， 683  

一
4.予 備 費 5，0 0 0 

1予 備 費 5，0 U [l 

歳 出 よ口』 言十 1， 7 2 8， 1 3 6 

-70ー -71-



第 2 表 債務負担行為

事 項 期 間 限度額

‘ 、
千円

南多摩処理場周辺環境整備費負担金 昭和 58年度，...._， 6 1年度 2 4， 6 9 8 

L_ー一一一一 一 一ーー一一ー一一ー一一 一←一一一一一一一一一ー ーー一一 一一一 一一 一一一ー一一一ー一一 一一一 ー

昭 和 58年度

下水道事業特別会計

予算に関する説明書
第 5 表 地 方 債

起債の 自 的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法
， 

千円

南多摩処理区公共下水道管渠 31 6，800 証書借入又は、 呪 096 起債のとき より、据置

埋設
ー- 証券発行の方 以 内 期間を含めて、 30年

法Kより起債
以内Lて償・還する口ただ

公共下水道多摩市建設負担金 1 I， 2.00 
し、市財政の都合Kよ

する。

浅川処理区流域下水道建設負 236，1 00 
り据置期間及び償還年

担金 限を短縮し.もしくは

繰よ償還又は、低;fIJ債

南多摩処理区流域下水道建設 1 8，600 十て借替えることができ

負担金
る。

秋川処理区流域下水道建設負 22，400 

担金

黒川都市下水路整備 373，000 

L一

-72-



歳入歳出予算事項別明細書



1. 総括

歳 入

款

1.使用料及び手数料

2.国 庫支 出 金

3都 支 出 dヨ-̂-之

4.繰 入 金

5繰 越 金

6.諸 収 入

ス市 債

し竺子合
言十

歳出

本年度
款

予算額

fFJ 

1下水道費 1，05矢831

2下都水路費市 '541， 622 

3公債費 :1 21，683 

4.予備費 5.000 

歳出合計 1， 728，1 36 

』ーーーーー

本年度予算額 、

子内
8 5.6 3 3 

16 0，0 5 2 

3 4，5 0 0 

4 6ス945

500 

1.4 0 6 

9 7 8，1 0 0 

1， 7 2 8，1 3 6 

前年度
比 較

予算額

千円 千円

76ス235 292，596 

523，597 1 8，025 

24，668 ?ス015

1，000 4，000 

.1，31 6，500 411，636 

-7もー

前年度予算額 比 較

千円 千円
8 5，4 5 6 1 7 7 

1 1 5.0 5 0 4 5，0 0 2 

49，030 ム 14，5 3 0 

3 6 3，2 5 8 1 0 4，6 8 7 

5 0 U 。
1 0 6 1， 3 0 0 

7 0 3， 1 0 0 2 7 5，0 0 0 

1. 3 1 6，5 0 0 4 1 1， 6 3 6 

本 年度の財源内訳

年幸 定 財 源

園者|設;出金 地方債 その他
一般財源

F門 千円 千円 千円

1 01，552 605，100 353，1 79 。

93，000 373，000 75，622 。

。 。1 21，683 。
。 。3，100 1，900 

194，552 978，1 00 553，584 1，900 



2. 歳
(款)

(項)

入
1 使用料及び手数料

1 使用料

節
自 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

千円 千円 F門 千円

1使 用 料 85.593 85.4 2 3 170 1.下 乃k 道 85;593 

使 用 料

ー、，

/ 言十 85.593 85.4 2 3 170 ~ 

(款) 1. 使用料及び手数料

(項) 2 手数料

-一
節

日 本年 度 前年度 比 較
区 ノ7} 1金 額 一

千円 f I可 F i9 千円

1.手 数 料 40 33 7 1申請手数料 40 

計 40 33 7 ~ メイア

説 明

下水道使用料

1.2 4 0円x6.0 5 5 l'牛x1 2'月x95汚 85.593，000円

(款 使用料及び手数料)

説 明

排水設備申請手数料

平 均 800 円 x5 0件 4 0，0 0 0円

-74一一75- (款 使用料及び手数料)



(款) 2. 国庫支出金

(項) 1. 国庫補助金

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

千円 千円 千円 lP3 

1.公 五/¥: ?史000 30，000 69，000 1.壬~} 共 99.000 
下水道費 下 水 道 費
国庫補助金 本市 助 ノ~

2.都 市 61，000 85，000 ム 24.000 1都 市 61， 000 
下水路費 下 水 路 費
国庫補助金 ネ南 助 金

計 1 60.000 I I 5.000 4 5.0Cl 0 ~ ノ/
一一一一ー_________I_一

(款) 2. 国庫支出金

(項) 2. 委託 金

AR4H r 

自 本年度 前年度 上七 較
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1.下水道費 52 50 2 1.下 水 道 52 

委 託 金 管 理 費
37Z手Zとご 託 ，辺D.. 

1 ‘ 

計 52 
.... ー

50 2 ~ ~ 
-76一

説 明

南多摩処理区公共下水道管渠埋設

基本額 I 6 5.0 0 0.0 0 0円×一三一
1 0 

9 9.0 0 0.0 0 0円

黒川都市下水路整備

基本額 1 5 2.5 0 0，0 0 0円×ーと
1 0 

6 1. 0 0 0.0 0 0 円

(款 国庫支出金)

説 明

滝合樋管管理費

三10 0円x1 7回 5 2.0 0 0円

-77一 (款 国庫支出金 )



(款 ) 3. 都支 出 金

(項) 1. 都 補 助 金

節

目 本年度 前 年 度 比 較 説 明

区 介 金 額
、

千円 干円 千円 千円

1.公 共 2，500 4，380 ム 1，880 1.公 共 2.5 00 南多摩処理区公共下水道管渠埋設
下水 道 費 下水 道 費
都補助金 ネ前 助 金

(基本額 10 0，0 0 0，0 0 0円-j包債額 95，000，000円)xよ 2，50 0，0 0 0円
2 

2.都 市 32，000 44，650 ム 12，650 1.都 32，000 黒川都市下水路整備
下水路費 下 水 路 費
都補助金 ネ南 助 金 (基本額 152，500，000円一 国庫補助金 61， 0 0 (1，0 0 0 1i3 -起債額 2ス400，000円)x_

1 

2 

3 2，0 0 0.0 0 0円

言十 34，500 山。ーどププレ三
(款者s支出金)

(款) 4 繰入金

(項) 1 繰入金

節
目 本年度 前年度 比 較 説 明

区 分 金 額

千円 千円 F円 干円

1一般会計 46ス945 363，258 1 04，687 1.ー紋会計 46ス945 一般会計繰入金 4 6スヲ 45，0 0 0円
繰 入 金 繰 入 金

計 46ス945 363，258 1 04，687 ~ /イプ二』一一4一 一 ー一

-78- -79一 (款繰入金)



(款) 5 繰越金

(項) 1 繰越金

節

自 本 年 度 前年 度 比 較
区 分 金 額

千円 千円 千jlJ 千円

1.繰 主主 /三~ 500 500 。 1. ~i桑 越 金 500 

言十 500 500 。し/////|
'-

(款) 6 諸収入

(項) 1 預金 利 子

本年 度 前年度 比 f2交
節

自
区 分 計ノ~ 額

i. rJ F円 千円 千円

1預金利子 1，400 100 1，300 1預金 利 子 1，400 

言十 1，400 1 00 1，300 ~-どこ

(款) 6 諸収入

(項) 2 雑 入

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1雑 入 6 6 。1雑 入 6 

.. 

~イどぺ三言十 6 6 、. 。

-80ー

説 明

前年度繰越金 5.0 0，0 0 0円

(款繰越金)

説 明

預金 利 子 14 fJ 0，0 0 0円

(款諸収入)

説 明

都道監督 事務費 6.000円

-81---- (款諸収入)



' 

(款)

(項)

目

ス市

1.市

1.下水道 債

2.都

下水路債

言十

債

債

本年度

千円

605.1 00 

373，000 

978，1 00 

前年度

千円

408，500 

294，600 

703，100 

節
上じ 較

区 分 式エi:、 額

千円 千円

1 96.600 1.下水道 債 605，100 

78，4 0 0 1.都 市ー 373，000 

下水路債

275，000 ~[三三
一-82-

， 

説 明

南多摩処理区公共下水道管渠埋設 3 16，80 O，o 0 0円

補助介 (基本額 16 5，0 0 0，0 0 0円一 国庫補助金:9 9，0 0 0，0 0 0円 )x 8 5形

単独分 基本額 274，440，000円 x9596 

公共下水道多摩市建設負担金

補助分 基本額 13，242，000円x8:5，;c 

浅川処理区流域下水道建設負担金 2 3 6.1 0 0，0 0 0円

補助分

単独分

:基本額 36，980.000円 x7596 

基本額 231， 6 4 6，0 0 0円x9096 

南多摩処理区流域下水道建設負担金 18，600，000円

補助介 基本額 1ス748，000円 x7 5巧

単独分 基本額 5，9I 6，800円x90% 

秋川処理区流域-F水道建設負担金 2 2，4 0 0，0 0 0円

補助分

単独介

基本額 26，24 6，0 0 0円x7596 

基本額 3，134，000円 x9096 

;黒川都市下水路整備 3 7 3，0 0 0，0 0 0円

5 6，1.0 0，0 0 0円

26 0，7 0 0，0 0 0円

'1 1， 2 0 0， 0 0 0円

2ス70 0.0 0 0円

2 0 8，4 0 0，0 0 0円

1 3，3 0 0，00 0円

5，3 0 0，0 0 0円

1号6J0 0，0 0 0円

2，8‘o 0，0 0 0円

補助分 (基本額 1b 2，5 00，000円一国庫補助金 61，000，00b円)x 3 O % 

単独分 基本額 345.600，000円 x1 0096 

--83一

2ス400，0 0 0円

34 5，6 0 0，0 0 0円

(款市 債)



出3. 歳

(款)

(項)

1 下水道費

1. 下水道管理費

目 本年 度 前 年 度

千円 干円

1.下 水道 76，935 60，1 1 9 

総務費

本年度の財源内訳

上七 較 特 定 財 源
般財源

匡陪校出金 地 方 債 そ の 他

千円 千円 千円 干円 千円

1.6，81 6 。 。76，935 0' 

、 、

-84-

節

区 分

2給 料

3.職員 手 当等

4共 済 費

9.旅 費

用 費

1 2役 務 費

説 明
金 額

千円

o下水道関係経費

3 6，3 1 1 一 般 職 1 3人

3 0，54 2 

4，085 職員共済組合負担金他

929 普通旅費 728，000円

特別旅費 201， 000円

研修参加 1 1ス000円

下水道事業先進市視祭 73，000円

日本下水道協会関東地方支部総会出席

11，000円

2，231 消耗品費 388，000円

消耗文具費 52，000 円

消耗器材費

白地図 、フィル ム他 1 2ス000円

購 手IDt 料 80，000円

毛皮 m~ 費 1 2史000円

食 糧 費 1 65，000円

印刷製本費 1， 673，000円

広報下水道特集号 580，000円

公共下水道計画一般凶 760，000円

陽画焼付他 .333.000円

修 繕 料 5.000円

246 郵 便 料 1 00，000円

広報下水道特集号 30，000円

工事説明会通知他 70，000円

手 数 料

水質検査(平山台)

1 2，1 50円x1 2月 1 46，000円

-85-
(款下水道費)



(項) 1. 下水道管理費

み本年度の財源、内訳 節
自 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 源、

般財源
|議校出金 地方債 その他

説 ' 明
金 額区 分

干円 千円 千円 千円 千円 干rrJ 千円
干円

(下水道 1 3委 託 料 1，5 7 4 土地利用状況調査 480，000円
総務費 )

広報下水道特集号
、

3.96円x53，000部 X 1回 21 0，000円
.' 

広報下水道特集号点字作成

52U.5円 Xi160部 X 1回 84，000円

下水道 P.R.パン フ レ ン ト 800，000円

町 18.備品 賊入費 1 0 8 図 面 立 fι' ー仁ムコλ 28，000円

書類整理庫 1台 40，000円

電 卓 1台 1 5，000 円

里 板 1台 25，000 円

印 負担金、補助 909 負 担 金

及び 交付金 日本 下水道協会本部 325，000円

/1 関東地方支部 31，000円

11 東京都支部 1 6，000円

日本下水道事業団 295，000円

1/ 研修 72，000円

多摩川右岸プロ ック 協議会 1 70，000円

2.下水道 6，166 ス191 ム 1，025 52 。 6，11 4 。
維持費

。下水道維持経費

1 3.委 託 料 1， 1 6 6 樋管導水路清掃 1，000，000円

樋管点検操作

1.590円 X 6ケ所 x1 7回 '163，000円

" 
都道掘削復旧監督事務 3，000円

1 5工 事請負費 5，000 高l峰樋管蛇篭 ・河床整備 3，000，000円

東豊田樋管蛇寵設置 2，000，000円

言十 83，1 01 6ス310 1 5，7 91 52 。83，049 。 ~ ~ 一一--一一一一一一一一一一
-86-

-87ー (款下水道費 )



(款 ) 1.下水道 費

(項) 2 下水道建設費

本年度の財源内訳

目 本 年 度 前 年 度 比 較 特 定 財 海、
一般財源

医陶E支出金 地 方 債 その他

節
説 明

区 分 金 一 額
， 

千円 千円 千円 千円 千円 千円 F内 千円

1.下 水 道 80ス490 543，7 4 8 263，742 1 01，500 605，1 00 1 00，890 。 。下水道建設経費

建設費
1 3委 託 来ヰ 南多摩処理区実施設計

20、I1 5，000円

雨 管 2，520，000円

汚 水 会g史J
1ス595，000円

秋川処理区実施設計 2:8，000，000円

I I 4使用 料及び 2 土地借上料

賃 借 料
4 0円 X 3 m2 x 1 2月 2，000円

1 5工 事請負費 332，::)25 南多摩処理区公共下水道管渠埋設

l菊 水 会呂主主 41. 075，000円

汚 水 管 291，2 5 0，0 0 0円

1虫負担金 、補助 34 0，0 4 8 ノ:ti.ヲ 担 金

及び ・交付金
流域下水道建設

浅川処理区 2 68，6 2 6，0 0 0円

南多摩処理区 2，3，664.000 円

秋川処理区
J 

29，380，000円

公共下水道多摩市建設 1 3，676，000円

南多摩処理場周辺環境整備費 4.70 2.0 0 0円

22.補償 、補填 8ス000 水道管等移設補償 8ス000，000円

及び賠 償金

言十 80ス490 543，748 263，742 101，500 605，1 00 1 00，890 。
一一 ~レー/ι一一一一一

-88- -89- (款下水道費)



(款) 1.下水道費

(項) 3. 多摩平処理場費

本年度の財源内訳 J 節 -
自 本年度 前年度 比 較

i議校出特金地定方債財 そ源の他 般財源

弘、ー

説 明
区 分 fヨ¥乙 額

千円 千円 干円 千円 千円 千円 千円 干円

1.総 務費 60，1 85 82，972 ム 22.78 7 。 。60，1 85 。
0 多摩平処理場経費

2給 l 料 1 2，9 8 5 一 般 職 5人

3.職 員 手 当 等 引785

4共 済 費 1， 4 6 3 職員共済組合負担金他

9. 111長 費 4 0 普 通 旅 費 40，000円

1 1.需 用 費 436 消 耗 品 費 206，000円

消耗文具費 1 5，000円

消耗器材費 9 '1， 0 0 0円

被 月民 費 1 00，000 fIJ 

食 糧 費 5，000円

印刷 製本費 1 5，000円

;燃 料 費

プ ロパンガス 21 0，000円

1 2.役 務 費 1 3 0 通信運搬費

電話料' 11 8，000円

郵 便 料' 2，000円

テレビ受信料 1 0.000円

1 3委 託 料 3 0，9 8 1 下水道料金収納 1 2ヱ00，000円

処理場休日 J夜間業務

1，429，39ス円 x1 2月 1ス153，000円

自家用電気工作物保守

1虫779円x1 2月 23ス000円
..... .. 

機械電気設備関係保安業務 234.000円
、

健康診断 5ス000円

-90-
一91ー (款下水道費)



(項) 3. 多摩平処理場費

~ ー本年度の財源、内訳 節
目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源、

般財源
医陪技出金 地 方債 その他

説 明
区 分 金 額

千円 千円 干円 干円 千円 千円 千円 千円

(総務費) ( 委 託料) 場内除草 270，000円

COD測定装置定期点検 200，000円

樹木整枝 650，000円

1 5.工 事請負費 4，250 場内舗装 4.2 5 0，0 0 0円

t 

1 8.備品購入費 1 1 5 里 板 2台 5ス000円 |

洗 濯 機 Al E2コ込i 43，000円

電気ストープ 1台 1 5，000 円

2.維 持 109，055 73，205 35，850 。 。109，055 。
。維持管理経費

管理費
1 1.需 用 資 2 8，3 5 9 消耗品費

消耗器材費

脱水機用i戸布他 2，7 2ス000円

光熱水費 1 8，855，000円

水道料 70，000円x1 2月 840，000円

電気料 ，1，501，250円X12月

1 8，01 5，000円

医薬材料費 ;

高分子凝集剤他 4，082，000円

イ彦 繕 料

深井戸取水ポンプ取替他 2，695，000円

1 2役 務 費 1， 4 1 2 手 :数 料

水質検査

流入水 12，1 50円x 6回 73，000 円

放流水 12，1 50円x24回 292，000円

重金属 82，500円x 2問 1 65，000円

一今立一 -93- ( 款 下 水 道 費 )



(項) 3. 多摩平処理場費

明

4 

本 年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 海、
般財源、

医闘攻出金 地方 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

(維 持

管理費)

言十 169，240 1 56，1 77 1 3.063 。 。1 6矢240 。

節
一
円
分区 金

千円

(役務費)

説
額

汚泥分析検査

通 常 13.1 00円x11回

多項 目 6ス000円 x 1回

水銀追跡、検査

汚 泥 4，70 0円 x20ケ所

放流水 4，000円 x1 2件 x1 2回

576.0 (J 0円

1 45.000円

6ス000円

94，000円

1 3.委託料 2 3， 9 8 5 汚 泥運搬 1 3，980，000円

脱水ケーキ ス131円 x160 m3 x 1 2月

1 3，692，000円

スク リー ンかす れ 83円x40 m3 

288，000円

汚水本管清掃(戸250"""_4 0 0川)

1，200円x2，300 m. 2，7 6 0，0 0 0円

雨水本管清掃(戸30 0 "-' 1， 3 5 0 m7ft ) 

2，180円 x2，5 0 0 m. 5，4 5 0，0 0 0円

液体塩素容器耐圧試験 11 2，000円

都道掘削復旧監督事務 3.000円

貯 留 槽 清 掃 720，000円

二階槽 清 掃 ・ 960.000円

1 5工事請負費 5 4，0:5 3 曝気用 プロ アー設置

汚泥 ポ ンプ設置

2史500，000円

2，4，5 5 3，0 0 0円

1 e.原材料費 760 760，000円人孔ぶた 2 0個

1 8備品購 入 費 I 486 

-95- ( 款 下 水 道 費 )-94-

一輪車 2台 11.000円

汚泥濃度計 1台 円

汚泥含水率測定器 1台 1 20，000円

一一一一一一一一一一



(款) 2. 都市下水路費

(項) 1 都市下水路費

本年度の財源、内訳 節

目 本年度 前年度 比 較 特定財源
一般財源

l君殻支出金地方債 その他

説 明1

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.都 市 541， 622 523，597 1 8，025 93，000 373，000 75，622 。
o都市下水路経費

下水路費
1 3.委 託 料 2，1 3 0 黒川都市下水路石杭設置 2，1 30，000円

1 5工 事請負費 4 6 1， 5 5 2 黒川都市下水路管渠埋設

O 8ス3m 45矢551，000円

東豊田保全緑地植栽

2 74m2 2，001，000円

1ス公有 財 産 1 1， 9 7 0 黒川都市下水路用地

購 入 費
90m

2 
11，970，000円

22補償 、 補填 2 2，6 0 0 管渠埋設に伴う水道管等移設補償

， 及び賠償金 22，600，000 f弓

1 23償還金 、利子 43，370 神明上都市下水路償還金 43，370，000円
及び割引料

言十 541.622 523，597 1 8，025 93.000 373，000 75，622 。
ー.

‘ ~ ~ン/ 一一一一一一一一一一一一一ーーー一

-96ー -97- (款 都市下水路費)



(款) 3 公債費

(演) 1.公 債費

日 本年度 前 年 度

千円 F円

1.プE ノエfL 1 4，550 2，666 

2.利 子 1 0ス083 22，002 

3公債諸費 50 。

計 121，683 24，668 

本年度の財源内訳

比 較 特 定 財 源、
一般財源

医渚E支出金 地 方債 その他

千円 干円 千円 千円 千円

11，884 。 。1 4，550 。

85，081 。 。107.083 。

50 。 。 50 。

?ス015 。 。1 21，683 。I

-'18-

節 ， 

説 明
区 分 金 額

、，

千円

。市債の元金償還経費

23償還金、利子 1 4，5 5 0 償還元金 1 4，550，000円

及び割引料

。市債の利子償還経費

23償還金 、利子 1 0ス083 償還利子 1 0ス083，000円
及び割引料

4 

3 

。市債の元利償還事務経費

1 2.役 務 費 5 0 償還手数料 50，000円

生

、

~ ~ 
-99- (款公債費)



(款) 4. 予備費

(項) 1 予備費

本年度の財源、内訳 節

目 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 源、
般財源

医陪肢出金 地方債 その他
区 分 金 額

説 明

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.予備費 5，000 1，000 4，000 。 。 3，100 1，900 

1-

計 5，000 1，000 4，000 。. 、 。 3，100 

-100- -101ー (款予備授)
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給与費明細書
1.一般職

(1 ) 総括

分 職員数
給 与 費

共済費 1口h 計区
品fト。ロ 料 職員手当 計

本年度 1 8人
千円 千円 千円 干同 千円

4引296 4 0，3 2 7 8ヌ623 5，548 9 5， 1 7 1 

前年度 1 6 4 4， 1 5 3 3 5，7 3 1 7引884 5. 1 6 3 8 5， 0 4 7 

比 較 2 5， 1 4 3 4，596 9、7ち9 385 ! 1 0， 1 2 4 

職員手 扶養手当 2，7 7 7 調整手当 4，970 管理 職手 当 3，1 00 

当 の 住居手当 1， 1 88 通 勤 手 当 1， 27ヲ 時間外勤務手当 3，21 9 

内 訳 特殊勤務手当 96 期末勤勉手当 23，698 

一般職員一 人 当り給与費の状況

区 分 一人当り給与費

本 タ十= 皮 4， 9 7 9 ，.;tj 

.一
目F、¥lJ 年 度 4， 9 9 3 

.一

初任給の状況

区 分 守悼ん一 度- 】一 般 職

5 8年 1月 1日 I官Zコ刀 校 卒 ; 0 2，1 0 0 円

現 在 大 '芋 2手 1 1 8， 3 0 0 

5 7年 1月 1日 局 校 卒 1 0 2， 1 0 0 

事1 在 大 戸子ふら 卒 1 1 8， 3 0 0 

平均給料月 額 及び平均年齢の状況

区 ?仔 一 般 職

5 8年 1月 1日 平均給料月額 2 1 5，2 4 7 円

現 在 平 均 年 齢 3 6. 2 0 才

5 7年 1月 1日 平均給料月額 2 1ス806 円

現 在 平 均 年 齢 3 6. 0 9 才

等級別職員数の状況

区 分 一 般 職

5 8年 1月 1日
1等級 。 人 4等級 1 0 人

2等級 2 5等級 2 
現 在

3等級 3 言十 1 7 

5 7年 1月 1日
1等級 。 4等級 1 0 

在
2等 級 5等級 2 

現
与等級 計5 1 6 

"':""1 ü2~ 

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 i荷 考

備考
千円 干円

1.給与改定 表上 0% 給与改定量給空改襲 唖
，ー

K 伴う 。 実質 。弼 前年度 { 与 定年定定実率施時月期 日日
増加介 の改定

本 年 度 給 与 改 率 3係

千円

.給

平均昇給間差×数現 平均昇給率 3. 2 5骨

5，1 4 3 2.普通昇給 K在職する職員 (昇給期〉 〈職員数〉

に伴う
x 1 2ク月 5人

1. 0 1 1 
4，953円x17人 職昇給員期月IJ J 7月 6人

増減分 X1 2ク月 数 0月 5人

料
~=1， 01 0.412円 1月 7人

職給わ55与87員る年年数増改度度額定の変動K係

職員の異動状況

5その他の

留((5，五5保9冊唖B額〉)1 一子拘

現 K在職
-増減分 する職員数) (その他ili) (計〉

4，1 3 2 本年度 i :;. ¥. 1人 1 8人

前増年度滅 1 6人 。人 1 6人1，438千円ー 1，287千円
1人 1人 2人=1 51千円

1.調整手当
5 4 1 職員の変動と定期 1|5(睦給料手+当扶の養支手給当率十

の増減分 昇給による増額 管理職手当)xヲ部

期末度勤勉手当支給率

2.期末勤勉
本年

奇異 !支給期 6 n 1 2月
手当の 支給率 1. 8ク月 2. 6ヶ月

増減分
2，423 支支給給期率

3月
11 

O. 5ク月 4. 9ヶ月

員
前年支度給

6月 1 2月
!支給望 1. 8ク月 2. 6ヶ月

4， 5 9 6 
支給期 3月 言十
支給率 O. 5ク月 4. 9ク月

手

3.扶養手滅当 職員の変動K伴う
当 の増分 6 4 増領

4管理職手減 職員の変動と定期
当の増 767 昇給K伴う増額." 
分

5.住の居増減手当分 1 3 2 
職員の変動K伴う
増額

6.時間外勤 給外与の変動と時間

務手減当の 1， 3 3 2 る勤増務額の増加Kよ
増分

1その他の 6.6 6 3 特殊勤手務当手当 ムA66UD5T申
増減分 通勤

←」
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事 項

神明上都市下水路整備

(第 1期)

神明上都市下水路整備

(第 2期)

神明上都市下水路整備

(第 5期)

南多摩処理場周辺環境

整備安負担金

区

下 71< 道

限 度 額

千円

I 2ス9I 3 

(利子 50，123) 

1 6ス286

(利子 65，70 6 ) 

7 1， 4 4 8 

(利子 24，007) 

2 4，6 9 8 

債務負担行為で翌年度以降にわ

支出額の見込及び当該年度以降

前年度末までの支出(見込)額

期 間 金 額

千円

昭和 51年度から 8 0，5 7 0 

昭和 57年度まで (利子 3 6， 1 1 9 ) 

昭和 52年度から 89，935 

昭和 57年度まで (利子 43，4 0 1.) 

昭和 53年度から 2 8，6 9 6 

昭和 57年度まで (利子 I 5， I 4 1 ) 

地方債の前々年度末における

当該年度末における現在高の

分 ~ー前一々 同年度末現在高
前年度末現在高

見… 込 額

千円 千円

債 6 6 8， 6 0 7 1， D 6 9， 9 0 1 

、

-104-

たるものについての前年度までの

の支出予定績に関する調書

当該年度以降支出予定額 左

特-

期 間 金 額 園者肢出金

f円

昭和 60年度まで
3久626

(利子 6，287 ) 

昭和 6I年度まで
71， 545 

(利子 13，4 99 ) 

昭和 62年度まで
4 1， 2 8 9 

(利子 ス402) 

昭和 61年度まで 24，698 

現在高並びに前年度末及び

見込に関する調書

当該年度中増減見込額

当 該年度中 当該年度中元金

起債見込額 償還見込額

千円

。

。

。

。

F円 千円

9 7 8， 1 0 0 “ 1 4， 5 5 0 

-105-

の 財 源 内 訳

定 財 源、

地方債 その他
一般財源

千円 干門 千円

。39，626 。

。71， 545 。

。4 1， 2 8 9 。

。 。

当該年度末現在高見込額

千円

2， 0 3 3， 4 5 1 



昭和 58年度

市立総合病院事業会計予算書
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昭和 58年度 目野市立総合病院事業会計予算

(総則 )

第 1条 昭和 58年度目野市立総合病院事業会計の予算は次に定めるところ

による。

(業務の予定量 )

第 2条 業務の予定量はつぎのとおりとする。

(1 ) 病床数

(2) 年間患者数

入 院

外 来

(3) 一 日平均患者数

入 院

外来

(収益的収入及び支出)

162床

49，640人

1 5 1， 9 8 0人

1 3 6人

510人

第 3条 収益的収入及び支出の予定額はつぎのとおり定める。

収 入

第 款 病院事業収益 1，9 9引241干11]

第 1 項 医業収益 1， 5 2呪20 1千円

第 2 項 医業外収益 469，438千円

第 3 項 特別利益 602千円

支 出

第 款 病院事業費用 1， 9 9 9，2 4 1干円

第 1 項 医業費用 1， 9 4 0，4 6 8千円

第 2 項 医業外費用 5ス67 1千円

第 3 項 特別損失 602千円

第 4 項 予 備 費 500千円

<-107 -



(資本的収入及び支出)

第 4条 資本的収入及び支出の予定額は次のとおり定める。(資本的収入額

が資本的支出額に対し、不足する額 50.2 3 0千円は過年度分及び当年

度分損益勘定留保資金で補填するものとする。)

第 1 款

第 T 項

第 2 項

第 2 款

第 1 項

第 2 項

第 5 項

(一時借入金 )

H灰 入

資 本的収入

出 資 金

固定資産売却代金

支 出

資 本 的 支出

建 設 改 良 費

看誕婦 ・准看E主婦貸付金

企業債償還金

第 5条 一 時借入金の限度額は 10 0，0 0 0千 円 と定め る。

(議会の議決を経なければ流用する ことができな い経費 )

3 5，0 9 4千円

3 5，0 9 3干PJ

1干flJ

8 5，3 2 4干内

5ス730千円

1干fl]

2ス593千円

第 6条 つぎに掲げる経費陀ついては、 これらの経費の金額をこ れ ら以外の

経費 lて流用 し、 又 、 とれら 以外 の経費を これらの金額K流用する場合

は、議会の議決を経なければなら なし、。

1 )職 員の給与費

2 )交際費

3 )食糧費

(他会計からの補助金)

1， 1 6 4，1 2 4干内

500千円

1 4 7千円

第 7条 支出負担区分及び収益的収支並び K資本的収支 K対する補填のため

一般会計からこの会計への補助を受ける金額は 5争2，652千 円である。

(棚卸資産の購入限度額 )

第 8条 棚卸資産の購入限度額は 51 4，0 2 5千円と定める。

-108一

昭和 58年 5 月 8 日 提出

日野市長 森 田 喜 美 男
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昭和 58年度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書



昭和 58年度 日野市立総合病院事業会計予算実施計画書

;益的収入及び支出
収 入 収

款 項 自 節 予定 額 イ蒲 歩4 

千円
千円

1.病院事 1，99史241
業収益

1.医 業 1，529，201 
収益

1.入院収益 86ス955

入 院 収 益 86ス955 1ス485円(人患(者11日1A当 り収
入 )X 1 36 日平均患者数)
X 365日

2.外来収益 61 4，91 1 

外 来収議 61 4.91 1 4.046円 (患者1日1人 当 似 )I 
X 51 0人(1日平均患者数)X 

298日

3.そ の他 46，335 
医業収主主

室料差額収益 1 8，4 8 6 

公衆衛生活動| ス112 :集団健接康穂半診21・断 6.少73
収益 予防 1 39 

医療相談収益 2.629 育児相談 630個人健康診断1，999 

受託検査施設 3，286 
利用収益

伝染病患者診 1，367 
療受託料

そ の イ由 1 3.455 料休日 ・夜間、文第一次救急事業受託
医業収益 、容器料、 書;料他

2収医業外益 46引438

1.受取利息 955 

及び配当
金

預 金 利 息 955 

2他補 会計 250.000 
助金 ーー

他会計補助金 250.000 

3.都補助金 86，092 

都補助金 86，092 市町村公立病院運営費補助金

8費1.0補00 
公的病院特殊診療部間運営 助
ノs九z 5，092 

』 幽由『ーー-
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款 項 目 節 予定額 イ席 三戸、，

千円
千円

4負交担付金金
1 0ス559

負担金交付金 107， 559 検査 センター 2.192 

企業債利息 2託ス6料76 
オ ープンシステム往診医委

20 
市町村特別交資付税 32，31 4 

入医師院研助究産研修費
1 50 

3，384 

救急指護定婦増嵩経費 1矢809
准看 養成費 3，766 
高度医療Kかかる土特嵩続安

1 8，248 

5.給患者外 引194 
食収益

司194 I職員食 5.i7 6 患 者 外 給 食 付添食 3，418 
i以 益

6その他医 1 5，638 
業外収益

不 用 口に1口 769 現 像液 他
売 却 収 益

その他医業外 1 4，869 南多摩東部共立病院補償補填金
収 主主 4，852 

南多摩東部共立病院事務受託料
1，875 

電話使用料料 2，801 
ガ ス 使用 5 1 
託 Ye. 料 720 

売医 庖使用料 240 
師住宅使用料 1，780 

そ の他 2，ち50

3特利 別益 602 

1.[主|定資産

売却益
固定資産
tフtロf 却 益

2過年度正 600 
損益修

過年度損益 600 
修 正

3.その他

特別利益
そ の 他
特別利益
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支 出

款 項 自 節 予定額 イ品 考

千円 千円

1.病業院費用事 1，99引241

1.医業 1，940，468 
費用

1給 与費 1， 1 64，1 24 

(給 料 ) 525.827 
‘ 医 間i 総 86，060 医師 2 1名

看護婦給 2 25，7 6 3 看護婦 ・准看護婦 ・助産婦:.93名
医療技術員給 6矢517 医療務技員術員 24名
事務員給 6 2.081 事 ・保母 21名
労 務 員給 8 2，4 0 6 労務員 28名

(手 当 ) 484，369 

医師 手 当 1 24，63 7 扶養手当 1 3.1 84 期末勤勉手当

看護婦手当 'j 93，047 246，6 51管理職手当 25，280 

医 療 技 術員
夜間勤務手当 ス840 特殊勤務手

55.31 0 当 6ス711 宿日直手当 1 2.989 
手 ~、ν{ 

調整手当 50，7 8 8 児意住手当 120 
労事務員手当 52.063 時間外手当 :3 5:1 1 5 居手当

務員手当 59，312 1 3.7ら1 通勤手当 1 0，940 

(貨
問j 金給) 

77人79
医 ース479 内科、小児鼻科、外科、人科整形外科、皮

膚科、耳:科、産婦 診療医:giO
看 護 婦 給 1 1，1 44 外来看護婦 (4名 )，S，7 5 0 助産婦

当術直 4，394 

医員療技 術給 624 す支 験 624 

事務員給 5，356 事務員(外来窓口、保険請求事務)
5，356 

労務員給 2，576 託児室保母、助手 2.57 6 

(報 両社 ) 1 89 
委員報酬 1 89 病院運営委員会委員

一一
法 定福利費 56，560 共済組合負tfJ.金他

退職給与費 20.000 

2材料費 502，363 

薬 口1:口J 繋 39史237 内服薬 214，275 注射薬 11 8，844 
外用薬 30，989 試薬他 35，129 

診療材料費 5ス486 X線フィノレム 2料1，340 現像縫定着糸液
1，51 5衛生材 6.1 51 合針類

3，999 酸素笑気ガス 5.269 カテ ー

整テそ1守形ノ1のレ1類用他5材25検，5料04査7598用，03社注8料射器輸4血注射輸針液セ2.9ァ4ト6 
材.48 6 

給食材料費 40，840 患者食 1 36人 x365日

一一
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ーョー... 一・ ι."

環 目 予 定 額 イ賭 考款

備

節

一

槻療医

干円 千円

針子類 500 カス ト・トレー類 400
救急用器具その他 500 弼刀類 350
検査用器具 500 摂子類 350 X線
用器具 350 手術用器具 850 病棟
用器具1.000

4.800 

3.経 費 2 1 4，1 65 

報償費 2 2.61 7 I特殊諺療医師 2.299 麻酔医 10.095 
特殊検査医師等 5.951 病理・解音Ij
医 4.272

費

一
費

邑

一
服

交
一
被

費
一
員

旅

一
職

消耗品費

2，005 I普通旅費

1.640 I看護衣 410 予防衣 133 診療衣 140 
看護靴 290 事務服 80 看護帽子35
靴下 130 希設術衣 60 医師用術衣
1 40 手術用術衣 85 作業服 24 調
理衣 80 白長靴 33

九182 I トイレ ットペーパー510 洗斉Ij;rJけ
ん類 682 ゴムEjJ880 文具類 891
タオノレ類 563 医療周消耗品 1.91 4 
紙代 1C 5 茶代 391 電算関係 1， 046
その他 1，200

消耗備品資

光 熱 水 資

燃料費

3.000 I事務用備品 750 給食用備品 400
医療用備品 700 整理棚類 650
その他 500

61， 403 !電気料 24，739 水道料 32.100 
ガス代 4，564

1 2，284 I ボイラー用意油 11. 676 ガソリン
323 軽油 28 白灯油 52 プロパ
ン100 オイノレ 105 

食 糧 費

印刷製本費

修繕費

1 47 I運営委員会茶菓子代 9 招へい医師
食事代 36 会議賄資 102 

5，885 I薬袋 422 収入支出伝票 100 レン
トグン袋 309 決算報告書 66 製本
代1.320 P.S代 45 フイノレム代
72 庁内印刷版下 90 名刺印刷代
1 0 ピンク紙代 109 コンピュー
ター周検査伝票 650 感圧紙代 800
医学雑誌合冊製本代 150 自動仔析
用伝票 100 コンビューター用レセ
プト等1， 550 封筒その他 92

1 1，07 2 I医療用機械器共 6，039 建物 2.318 
ボイラー配管等 2，365
自動車 350

-，-11 4-

款 項 目 節 予定額 備 考
.. ・・ ー

千円

保医師育賠室車保損償責育任児保災険害保6険96 1 

干円
保 険 料 887 

自劫 害共0済目40 
建物共済 5 動車保険 100 

'主主hミ 借 料 28.01 5 寝具 5，300 当直用寝具 381
ポケ γ トベノレ 244 テレピ 72

自動車 276 高速道路使用料
1 0 医師住宅借上 4，692
医師j住宅敷金 1，200 医療機械
借上15，000 複写機借上 840

委 dt 料 50，340 清掃 12，320 特殊検査 10，800 

組織検査ス080 なむつ洗9濯2 
1，440 白衣予防衣洗濯 1，920
エレベ -'ター保守 840 .;合食リ

フト保守 138 胞50在給処置排 720 
冷暖房機保守 ? 水管保
守 5')0 ボイラ ー保守 350 電

物話ッレ7保交EセチO換守測プ機定X1ト保4線計16守8漏算15委洩5X6線託自4線家量5胸0測用フ部4電定ィ間気煤ル1接工日煙ム撮日作測パ影定

90 電子レジスター保守 70 ポ

イラ ー述転委託 600 医局作動業員
委託 918 r高置水槽目 1 50 自 火
災報知設備 189 動火災通報設
備54 消防器具全般 96 空調設備
保守専 165 X綜廃液処理 144 簡
易 用水道検査 15 ストレージタ
ンク性能検査 120 歯科技工委託

1，200 高圧電点算検機委保託守1~託植等樹開
定委託 69 委
5，4 7 2 非常用発電装置 185 

通信運搬資 ろ，759 電話料 3，61 5 tJJ手、ハガキ代 144 

長者 メん」』、 資 2，026 日野市医師摩会 147 東京都医師会
1 06 南多 医師会 254 南多摩医

師摩連盟会 37営日協本議医会師会 98 三多
公立病院運 77 八王子・

44 東京都ボイ ラー技師会 10 全

i宣自治体病務院協議会 105本南産多婦摩人地
区病院事 研究:国会自 1 1 日
科学会 18 全 治体病院開設者協

議会 50関日連野病防院火管理者研究会?
慶応大学 長会 28 け本不妊
学会 10 日本放射線技術学会 25
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款 項 目 節 予定額 備 考
款 項 日 節 予定額 {荷 考

ー .w._._.一骨 ._-幡町p
千円

八歯日科本南放歯医5日射科師八0野0線医会南市技師歯八4歯術B科会南科学入医歯八医師科会会会南金東会医歯5京会師2科6部0館会医全0建負会師国担八設1政都負日金南連汗刊
会 2

抱金
30 会 国都市

立薬局長会他 61東京盃00放射函テ線レ技議ピ師受会旦
雑 費 403 麻薬取扱手数料 42

計費信量料40器5検日解査剖病料理弔解慰10 金剖 1 及び保存費 80
広告料 50 重量

税 51

干伺 千円

企業債利息 41. 51 3 
--

一時借入金 4，000 
利 J患

2.患者外給 8.280 
食材料費

患者外給食 8.280 職員食 ・付添食
材 料 費

3.准看護婦 3.876 
養成費

給 与 費 3.01 6 委託生徒 5名、給料 1，864
手当他 1，152 

交 際 事t 500 病院長及び病院交際費

4減 イ面 53.047 
償却費

経 費 860 
入学喜金交代6通日2費2受1験料 1日制服代
6 5 :9: ìffl~' 1 8 0 授費他業料 468
教科 維持 55

建 物 減 価費 1 4.205 
償 却

4雑 損 失 2 

不 用 口口口

減構価築償却物費
1 53 売 却 原 価

その他雑損失

器材目t1t備品 38.378 
減価却費

一
3.特別 602 
損失

減.n.!.価償却事費者
3 1 1 

5.減資耗産世 2 

滅棚卸資産
耗費

1間定去資H産
先一 損

国定却資産
フE 損

2.過年度 600 
損益修正

過 (，ド- 度 600 

回定去H資産
除貨

損 益 修 正

3.そ の他

6.研 究 6.767 
研修費

特別損失
.:t の 他
特 別 損 失

研究材料費 1.600 医学研究用材料及び教材費
4予備費 500 

ミ奇I ノ~ 330 招へい講師謝金
1.予備費 500 

図 書 費 1.898 医学図書 1.498 その他 400
. 

ー一 寸? f碕 費 500 

1f.i( 費 2，570 旅医師費及び技師・ 看談婦等学会出席

研究雑費 369 学会出席者会費等

2医業外 5ス671
費 用 ーー

1.支払刺息 45，51 3 

-117~ 
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収 入
資本一的収入

款 項 目 節 予定額 考

干円 千円

1資本的収入 35.094 

1出 資 金 35，093 
-ー』

1一般会計か 35，093 

らの出資金

一般会計か 35.093 建設改良資分 ス500

らの出資金 企業債償還金 2ス593

2間定資産

売却代金

1閤定資産

売却代金

固定資産

!売 却 代 金 !

-118一

及び支出

支出

款 項

1.資本的支出

1.建 設改良資
， 

自 節

1改良資

予定 額 j雄 一ーー 考

千円 干同

85.324 

5ス730

3ス730
.. ~-. . 

工事請負費 37，330 保育所新築町000

正面西口玄関改修他

2 "8，3 30 

委託料 400 設計委託料(保育所)

2有形固定資 20.000 

産購入費

有形固定資 20，0 G 0 医療機械他

産購 入 資

2看護婦・准看護

締貸付金

1看護婦 ・准

着議婦貸付

金 看i議婦 ・准

看護婦貸付

金

3企業債償選金 2ス593

1.企業債 2ス593

償還金

企業債 2ス593

f;t還金

資本的収入額が資本的支出額K不足する額 50，230千円は過年度介及び当年度分損益勘定留保資金

で補てんする。

-119ー
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昭和 58年度 目野市立総合病院事業会計資金計商

区 分 前年度決算見込 当年度予定額 士常減 (ム印減)

Fヌ2ー， 入 資 }産
干円 千円 千円

2，0 8 2，7 1 9 2，1 03，617 2 0，8 9 8 

事 業 収 益 1， 2 4 1， 2 8 3 1.. 4 0 '1， 4 2 0 1 6 0，1 3 7 

前年度未収金 1 8 5，1 7 9 1 4 0，0 0 0 ム45，1 7 9 

一般会計出資金 6 6，9 5 1 3 5，0 9 3 ム 31， 8 5 8 

他会計負担金 1 0 0，0 6 4 1 0ス559 ス495 f 

他 会計補助金 3 0 0，0 0 0 2 5 0，0 0 0 ム 50，000

都 補 助 金 8 3，6 79 8 6，0 92 2，4 1 3 

-ムi工二、. 業 債 7 8，0 0 0 。 ム 78，0 0 0 

一時借入金 。 G 。
間定資産売却代金 。

;' 

前年度繰越金 2ス562 8 3，452 5 5，8 9 0 

支 払 資 産 2，0 0 2，2 6 7 2，0 3 0，9 1 2 2 8，6 4 5 

事 業 貸 用 1， 7 6 1， 8 4 2 1， 8 8 4，588 1 2 2，7 4 6 

前 年度 未払 金 6 1， 7 4 8 6・1，000 ζご込 748 

貯 威 ロロロ 。 。 。
建 設 改 良 費 1 6 0、422 5ス730 ム 10 2，6 9 2 

看 議婦 貸付 金 。
企 業績 償選金 1 8，2 5 4 2ス593 守、ちも 守

一時借入金返済 。 。 。
差 ヲ| 8 0.4 5 2 7 2，7 05 ζごL 7.74 7 

a 
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陥和 57年反 日野市立総合病院事三薬会計予定損益計算警

(前年度)
(昭和 57年 4月 1日~昭和 58年 5月 31日)

(単位 :千円 )

医 業 j灰 益

(1 ) 入 院 収 益 8 1 4，6 69 

(2) 外 米 収 金..，L広、， 5 0 2.6 6 3 

(3) その他医業外収益 4 0， 0 5 0 1， 3 5ス382

2. 医 ヌ世、ζ 費 用

(1 ) 、I1、土ロ、 与 資 1， 1 1 6， 1 6 1 

(2) オオ 本す 喪 459，614 

(3) 経 費 1 9 0，9 5 4 

(4) 減価 償 却 ift 4 4‘359 

(5) 資産減耗費 2 

(6) 研 究 研 修野 3，9， 1 2 1. 8 1 5，0 0 2 

医 業 f員 失 4 5ス62 0 
5 医 業 外収 益

(1 ) 受取利息及び配当金 675 

(2) イ出会 計補助金 3 0 3，0 0 0 

(3) 都 有fj 助 ノ班¥ 8 3，6 7 9 

(4) 負 担 金 交 付 金 1 0 0，0 6 4 

(5) 患者外給 食 収益 8. 7 1 8 

(6) その他医業外収益、 1 4，5 0 8 5 1 0，6 4 4 

4 医業 外 費 用

(1 ) 支 払 利 4息 う氏 190

(2) 患者タ1-;結食材料費 8， 1 4 8 

(3) 准看護婦養成 蛍 5，8 6 4 

(4) 雑 損 失 2 5 2，2 0 4 

帝王 A庁土台' 手リ 益 820 
J亡， 特 月IJ 利 益ー

(1 ) 回定資産売却益

(2) 過年度損 益 修正 3 0 f) 

(3) そ の他 特別利謎 3 0 2 

6， 特 別 f員 失

(1 ) 国 定資産売却損

(2) 過年度損益修正 620 

(3) そ の他特別損失 622 

当 ~f- 度 純 手リ 五在 500 

前 年 度 繰越利主主剰余金 1 4 5，6 5 3 

当年肢未処分 利 益 剰余金 1 4 6， 1 5 3 
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陥和 57年度 日野市立総合 病院事業会計予定貸借対照表(前年度) (昭和 58年 5月 31日)

、資 産 の 音E
叫 F ・‘ " 負 俵 の

固定資産
千円 千円 千円 千円 千円 千円

;4 流 動 負債

(1 ) 有形固定資 産 (1 )一時借入金 。
イ)土 地白 5，5 9 8 (2) 未 十ム 金 6 1， 0 0 0 

ロ)建 物 R 6 6. 1 2 2 (3) 前 受 金 4. 7 6 0 

建物減価償却引当金 1 0 5，8 3 1 7 6 0，2 9 1 (4) rn り 1E 1 0 

ハ)構 築 ヰ却 5. 1 4 4 U巴 動 負 債 iに~ 6 5. 7 7 0 

構築物減価償却 引当 金 3， 0 8 5 2. 0 5 9 負 債 i口;".， 6 5. 7 7 0 

一一一

ニ)器械備 品 4 8 1， 5 9 8 合、 本 の 音[)

器-械備品減価償却引当金 1 7虫679 3 0 1， 9 1 9 5 資 本 立片¥

ホ)車 鞠. 3， 2 3 8 (1 ) 自己資本金 5 0呪ぷ C8 

草稿減価償却引当金 1. 9 8 3 1， 2 5 5 (2)借入資本金

企 .'再t}!i.三 債 5 7 0， 5三8 5 7 0.5 2 8 

有形回定資産台言十 1. 0 7 1， 1 2 2 百t王t 本 金 合 1. 0 8 0，1 3 6 

(2) 無形固定資産 6.乗iJ 余 バでWλ 

イ)電話力r:入権 102 102 (1 )資本 剰余金

無形回定資産合計 1 0 2 イ)国庫補助金 6.9 4 1 

国 定 資 産 1仁』』 1， 0 7 1. 2 2 4 lコ)都補助金 呪067

ハ )受贈財産評価額 3 5 9 

2 流動資産 資本剰余金合計 1 6. 3 6 7 

(1 )現金預金 8 3. 4 5 2 (2) 利益剰余金

(2) 未 収 金 1 4 O. 0 0 0 イ)当年度未処分利益剰余金

(3) 貯 蔵 品 1 3， 7 5 0 繰越利益剰余金年度末残高 1 4 5.6 5 3 

流 動 資 産 A口h 言十 2 3ス20 2 当年 度純利益 500 

利 益剰余金合計 1 4 6， 1 5 3 

荊j 余 金 ぷ口』 1 6 2，5 2 0 

資 本 金 メロ』 1. 2 4 2，6 5 6 

資 産 メE』I 言十 1. 3 0 8， 4 2 6 
負 償 . 資 本 メEb1h 言十 1. 3 0 8，4 2 6 

一ー一一ー一ーー一ー 一一一 ー且 1 
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昭和 58年度 目野市立総合 病院事業会計予定貸借対照表(当該年度)

(昭和 5 9年 3月 3 1日)

資 事: の 音F
4凶目-・'-."

負 債 の 部

固 定 資 産
千円 千円 干内 【

4. 流 動 負債 千円 干I弓 千円

(1 ) 有 形 固定 資 産 (1 )一 時借入金 。
イ)土 地 5， 5 9 8 (2) 未 払 金 6 1， 0 0 0 

ロ)建 物 9 0 3， 8 5 2 (3) 前 FJ4Z 、 金 5， 0 0 0 

建物減価償却引当金 1 2 0， C 3 6 7 8 3，8 1 6 (4) 預 b 金 1 0 

ハ)構 築 物 5. 1 4 4 流 動 負 債 ぷEコL 言十 6 6， 0 1 0 

構築物減価償却引当金 3， 2 .~ 8 1， 9 0 6 負 依 よCh1 さ十 6 6， 0 1 0 

ニ)器械備品 5 0 1， 5 9 8 
資 本 の ぎ15

器械備品減価償却引当金 2 1 8， 0 5 7 2 8 3， 5 4 1 5 庁'~-"、1ぺ 本 金

ホ)ljl 鋼 3， 2 3 8 (1 ) 自 己 資本金 5 4 4，7 0 1 

車楠減価償却引当金 2， 2 9 4 タ44 (2) 借 入 資本金

企 業 依 5 4 2，9 3 5 5 4 2， 9 3 5 

有形固定資産合計 1. 0 7 5，8 0 5 資 本 ~、z tコh 
1， 0 8ス636

(2) 無形図定資産 6. *，J 余 金

イ )JJ電話加 入 権 1 0 2 1 0 2 (1 )資本剰余金

無形悶定資産合計 1 0 2 
.. イ) 国 庫 補 助 金 6， 9 4 1 

国 定 資 産 企に恥I 1， 0 7 5，9 0 7 ロ)都 補助金 引067

ハ)受贈財産評価額 3 :> 9 

2. 流幼資産 資 本 剰余金合計 1 6，3 6 7 

(1 ) 現金預金 7 2，7 0 5 (2) 矛IJ益剰余金

(2) 未 収 金 1 4 0，0 0 0 イ)当年度未処分利益剰余金

(3) 貯 蔵 品 2 8， 0 5 4・ 繰越利益剰余金年度末残高 1 4 6， 1 5 3 

流a 動 資 産 ぷ口h 言十 2 4 0，7 5 9 当年度純利主主 500 

別益 剰 余 金 合 計 1 4 6， 6 5 3 

~J 余 金 企口h 言十
1 6 3， 0 2 0 

資 本 金 J口b 言十
1. 2 5 0，6 5 6 

資 産 ムロ 言十 1， 3 1 6， 6 6 6 負債 ・ 資 本 ぷロ』

1， 3 1 6，6 6 6 
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給与費明細書

1.総括

職員数 給 与 費
， 

法定
区 分

福利費
メロ'- 計

特別職 一般戦 報酬 給料 賃金 手当 言十

本 損益勘定支弁理主員 ? 人 1 8 プヘ 18f 9 lq 5 2 5.8 2千7円 7ス17千P円 504.24 手~rJ 1.1 07.44干l4a1 56.560 千円 1『.164，OD4Fltj 

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度

合 計 q 1 87 1 89 52 5.8 2 7 7 7.1 79 5 0 4.24 9 1.107.444 56.560 1.1 6 4.0 0 4 

前
損益勘定支弁職員 B 1 7 3 1 68 4 7 4.399 79.077 44 1.3 0 0 994.944 5 4.7 6 3 1. 0 4 9. 7 0 7 

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 日 。 。 。
度 ぷ日>. 計 B 1 7 3 1 68 4 74.39 9 7呪o7 7 4 4 1. 3 0 0 994.944 54.763 1. 0 4 9.7 0 7 

比 鎖益勘定支弁職員 1 4 21 51.428 ム 1.898 6 2.94 9 1 1 2.50 0 1.7 9 7 1 1 4.29 7 

資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
較 il- 計 1 4 2 1 51.428 ム 1.898 62.949 1 1 2.50 0 1. 7 9 7 1 1 4.2 9 7 

扶養手当 13.184 調整手当 50.788 管理職手当 25280 住居手当 13，7 51 
千I'J

手当の内訳 通勤手当 10.940 宿日直手当 12.989 時間外手当 35.115 期末勤勉手当 246.651 

特殊勤務手当 67.711 夜間勤務手当 7.840 退職手当 20.000

一般職 員 1人 当 り 給 与 貨 の 状 況

~ ， "， 
区 分 1人当り給与資

本 年 度 5.401 千円

前 年 度 5.1 7 7 

初任給の状況

区 分 学歴 医 師l 看護婦 医樹鮒員 事務員 技官制務員

5 8年 1月 1日 高校卒
円

1 02.80 rfi 106.1069 1 02.80 69 1 02β069 

現在 大学卒 2 1 1.500 1 1 8.300 123.300 1 1 8.300 1 1 8.300 

5 7年 1月 1日 高校卒 1 0 2.8 0 0 1 0 6.1 00 1 0 2.8 0 0 1 0 2.8 0 0 

現在 大学卒 2 1 1.50 0 1 1 8.300 123，300 1 1 8.300 1 1 8.300 

平均給料月額及び平均年齢の状況

区 分 医師 看護婦 医療闘将員 事務員 技貴樹務員

5 8年 1月 1日 平均給料月額 304.7 2 ~ 199.427円22190 F 234.6 3 ~ 25270F 

現在 平均年院 39.4才 35.9才 3 7.8才 39.6才 45_ 9才

5 7年 1月 1日 平均給料月額 29 2.6 2 1 196.549 233.981 22 0，4 5 0 2 28.896 

現在 平均年齢 3 7. 7 35.2 38.4 3 7.6 45.9 

等級別職員数の状況

区 分 等 級 医師 活護 婦 医療妓術口 事務員 技官制誘員

1 2 人 口 人 口 人 1 人 口人

2 7(5) 2 。
5 8年 1月 1日 5 7 6 2 2 。

現在 4 63 1 7 1 7 25 

5 1 5(8) 5 。 3 

計 1 6(5) 85(8) 24 21 28 

1 2 。 。 。
2 6(1) 。 。 。

5 7年 1月 1日 3 6(1) 6 4 2 。
現在 4 54 1 6 1 7 25 

5 21(6) 1(1) 。 2 

計 1 4(2) 82(6) 21(1) 20 27 

)内は補充予定職員数
.... 

'---
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2 給料及び手当の増減額の明細

区分 | 増j減額 | 増減額の増減事由別内訳 説

fl~ 千円

明 備 考

給与改定の状況

一表 口¢

給料表(一) 医師以外の職員鳩 力日 分
前年度 二表日係

日% 給与改定実施時期 年 月 日

本年度給与改定率 3.0 % 

絵

平均昇給率 2.98% 

(平均昇給間差 x現に在i殺する職 (昇給期) (職員数 )

5 1. 4 6 8 I 2普通昇…ぅ 114.25 71 員数)x 1 2ヶ月 6 2人

地加分 昇給期別 7月 4 1人

6.828円x1 74人x1 2ヶ月 職員数 1 0月 45人

1月 26人

3 5.7 1 3干円

料 職員の異動に係わる増額分

5その他の泊減分 I3ス211 I給与改定留保分

58年度(3.0係)ー57年度 (3.0%)

15，315千円一13.817干円=1.498干円

職 員数の異動状況

現Uて在験する
) (その他) (計)

職 員 数

本年度 1 74人 1 3人 1 87人

前年度 1 64人 ?人 1 7 3人

調整手当の支給率

(給料+扶養手当+管理職手当)x 9 % 

1調整手当の

地減分
5.448 I職員の異動による増加害責

手
2期末勤勉手当の I2 5.8 0 6 I職 員の異動による酬額

矯減分

日

リ

日

刀

卜

守

-

+

言

。

剖
則

的

白

川

白

川

月

ウ

月

ウ

5

5

3

5

 

n

u

n

u

 

日

川

目

川

市
町

h
y

凋

ウ

'

4

4

0

r

4

4

0

 

4

1

q

ζ

4

1

内

ζ

樟
ヰ

日
川

司
川

信

月

ウ

月

仏

a
m

d

O

O

O

J

0

0

0

支

1

1

の

期

率

期

率

当

給

給

給

給

手

支

支

支

支

勉

{

{

動

度

度

末

年

年

期

本

前

6 2.9 4 9 

職 員の異動に伴う増加額

5特殊勤務手当の I1 2.5 6 1 I 1 2. 0 0 0千円

増 減 分実績による増加額 561千円

特殊勤務手当 の状況(1人平均月 額 )

医師 看護紛その他

本年度 171.901円 20.142円 2.185円

前年度 166.828円 20，014円 2.396円

当

4扶霊長手当 I 2.64 3 I職員の異動に伴う増加額
鳩減分

5管理職手当の I 4.381 I職員の異動K伴う増加額
婚減分

6通勤手当の |
4 0 1 I職員の異動K伴う櫓加額

地獄額

I 時間外勤務手当
8.829 実績 に よる増加額

の地滅分

宿日直手当 939 干円

8_そ の 他 2.88日 夜間勤務手当 .6.686 

住 居 手 当 2.6 2 7 
l._ 
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昭和 58年度

受託水道事業特別会計予算書
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昭和 58年:度 目野市受託水道事業特別会計予算

昭和 58年度 日野市の受託水道事業特別会計の予算は、 次代

定めるところ による。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額 は、 歳入歳出そ れぞれ 1， 2 0 1，6 4 0 

千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分 ごと の金額は 、

「第1表 歳入歳出予算」に よる。

(歳出予算の流用)

第 2条 地方自治法第 220条第 2項、ただ し書の規定に よ り

歳出予算の各項の金額を流用する ことができる場合は、

次の とお りと 定める 。

(1 ) 各項、に計上 した給料、職員手当等及び共済費に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこ

れらの経費の各項の間の流用。

昭和 5.8年:3月 8 日 提出

日野市長森田喜美男
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ー歳 入

款

都 支 出 金

2. 諸 収 入

歳 入

歳出

款

受託水道事業費

歳 出

第イ表 歳入歳出 予 算

項 金

委 託 金

受託 事 業 収 入

よ口〉、 言十

項 金

水道管理費

2. 建設改良費

えロ』 言十

-130-

額

1， 1 8史440

1， 1 8 9， 4 4 0 

1 2， 2 0 0 

1 2， 2 0 0 

1， 2 0 1， 6 4 0 

額

1， 2 0 1， 6 4 0 

7 2 8， 4 3 0 

4 7 3， 2 1 0 

1， 2 0 1， 6 4 0 

千円

千円

昭和 58年度

受託水道事業特別会計予算

実施計画及び説明書



歳入歳出予算事項別明細書



歳入 歳 出予算 事項 別明細 書

1. 総括

歳 入

款 本年度予算額 前年度予算額 比較コ
干円 千円

8 1， 0 9 日千1. 都 支 出 金 1， 1 8 引 4 40 1， 1 0 8， 3 5 0 

2. 諸収 入 1 2， 2 0 0 1 1， 6 0 0 6 0 0  

歳 入 合計 1， 2 0 1， 6 4 0 1， 1 1矢 9 5 0 8 1， 690 

歳 出

本年度 前年度
本 年度の 財 源内訳

款 比 較 特 疋r-L-. 財 源、
予算額 予 算 額 一般財源

t郵 政 出金 地方債 その他

千円 rpl 千円

1，189，4干4円0 

千円 千円 千円

1.受託水道 1，201，640 1，1 1引950 81，690 。12200 。
事 業費 . 

歳出合 計 1，201，640 1，1 1矢950 81，690 1，1 8虫44'0 。1 2之00 。

ド
3、

お‘
 、
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入2. 歳
(款)

(項)

1 都支出金

1 委託金

自 本年度

千円

1.水道 事業 1， 18引440

委託金

言十 1 1，189，440 

(款) 2. 諸収入

(項) 1. 受託事業収入

目 本年度

干同

1下水道使用料 12，200 

徴収事務

委 託 金

言十 1 2，2 00 

前年度

、千円

1， 1 08，350 

1， 1 08，350 

前年度

千円

11，600 

11，600 

t 

比 較
節

区 分 金 額

千円 干円

81，090 1.水道 事業 1，18史440

委託金

090 レ~I~~

節

比 較
区 分 e 金 額

千円 千円

600 1.下水道使用料 ， 1 2，200 

徴収事務

委 託 金

600 ~ ~ 
-132一

， 

説

水道事業委託金

説

下水道使用料徴収事務委託金

-133-

". ー、
' 
h 

-

明

明

1. 1 8 9，4 4 0，0 0 0円

(款都支出金)

l' 2，200，000円

( 款 諸 収 入 )



五 歳
(款)

(項)

目

1浄水費

出
1. 受託水道事業費

1. 水道管理費

本年度 前年度

千円 千円

1 61，640 206，7 9 0 

'-

上じ 較 特定財源

医郎支出金地方債 その他

干円 干円 千円 干円

Jミ45，150 1 61，640 。 。

-134-

節

区 分

千円

。
2給 本斗

3.職員手 当等

4.共 済 費

虫旅 費

1 1.需 用 費

i 12.役 務 費

1 3委 託 来ト

1 4.使用 料及び

賃 借 料

t 

， 

説 明
金 額

千円

。浄水事業経費

5 6， 1 5 0 一 般 職 2 0人

4矢56 1 

引28 1 職員共済組合負担金他

5 4 普通旅費 54，000円

3 2，8 2 0 被 服 費 21 6，000円

備消耗品費 1，01町000円

光熱水費 243，000円

燃 来十 費 554，000円

動 力 費 30，220，000円

印刷製本長 1 30，000円

修 f+、ミtコを 来ト 438，000円

216 信田世d 話 料 21 6，000円

ス62 1 浄水場電気工作物保守管理 1， 734，000円

言十損Ij設備保守 4，4 3 0，0 0 0円

直流電波、装置精密保守 1 50，000円

塩素ボンペ耐圧試験 1 82，000円

浄水場内草刈 504，000円

特定化学物質取扱者健康診断 200，000円

浄水場内床清掃等 421，000円

658 電柱共架料及び通信回線使用料 658，000円

(款 受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 、比 較 特 定 財 源、
一般財源

|議肢出金 地方債 そ の 他

節
説 明

z 区 分 金 額

千円 千円 千円 干円 千円 千円 千円 千円

(浄水費 )
1 5‘工 事請負費 2，000 大坂上浄水場電動弁修理他 2，000，000円

1 6原材料費 3，279 材 料 費

施設補修用器材 31 6，000円

薬 品 安

液体塩素及び次亜塩素酸ナトリウム

2，963，000円

。配水 事業経費
2.配水費 291，690 1 60，980 1 30，7 '1 0 291，690 。 。 '0‘ 

2給 料 2 4，6 0 2 一 般 職 8人

3.職員手当等 2 1， 6 7 1 
‘ 

4共 済 費 4，0 6 1 職員共済組合負担金他

9. 首長 費 142 普通旅費 1 42，000円

11 需 用 費 9 0，32 4 被 月良 費 1 0矢000円
備消耗品費 321，000円
燃 料 長 412，000円

‘ 動 力 費 88，7 7 0，0 0 0円
印刷製本 安 425，000円
イ彦 繕 料 28ス000円

1 3.委 託 料 1 6，5 8 0 漏水防止調査 ι000，000円

漏水修理等 引990，000円

都道監督事務費 590，000円

1 4.使用 料 及 び 230 水道管布設に伴う借地料 ↑70，000円
'巴.

賃 借 来十 機械借上料 60，000円

1 5工事請負費 1 3 2，5 1 0 配水管移設 1 32，5 1 0，0 0 0円

1 6.原材料費 1，5 7 0 配水管復旧用器材 1，5 71l，0 0 0円

(款 受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳

自 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
般財源、

!議校出金 地方債 その他

節
説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
千円

3.給水 費 80，4 6 0 82，780 ム2.320 80，4 6 0 。 。 。
。給水事業経費

2.給 料ー 2 4，3 0 8 一 般 職 8人

3.職員 手 当 等 2 0，0 19 

4.共 済 資 4，012 職員共済組合負担金他

ヲ.旅 資 3 6 普通旅費 36，000円

1 1.需 用 安 1，3 3 5 被 ~Px 資 1 22，000円

備消耗品安 280，000円

燃 来ト 費 461，000円

印刷製本費 48，000円

イ;多 繕 料 424，0 l) 0円

1 3.委 託 料 28，918 漏水修理 1 6，560.000円

量水器引換 司，033，000円

隔担Ij量水器設置 21 8，000円

漏水調査に伴う修理 ろ，710，000円

修繕待機事務連絡資 200，000円

都道監督事務費 1 9ス000円

1 5工 事請負費 982 給水管切廻し 982，000円
L 

《

1 6.原材料費 850 給水管復旧用器材 . 85 0，0 00円

f 

(款 受託水道事業安)
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 上じ 較 特 定 財 源
イ皮財源、

国者肢tJj，金 地方僚 その他

節

説 明
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 干門

4.受 託 1 0，380 9，77も 61 0 1 0，380 。 。 。 。受託事業経費
z 

事業費 2給 料 5，058 一 紋 職 2人

3. J隊員 手 当等 4，1 8 5 

4 共 済 費 837 職員共済組合負担金他

9.旅 費 1 8 普通旅費 1 8，000円

1 1.需 用 費 9 2 被 月民 費 33，000円

備消 耗 品費 5ス000円

印 刷j製本費 22.000円

1 3委 託 料 1 9 0 都道監督事務費 1 90.0 00 IJ] 

5.業務費 1 84，2 6 0 1 76，670 ス590 1 72，060 。1 2，200 。 。業務経費

2給 料 るス 35 1 一 般 職 2 3人

3.職員手 当 等 53，977 

4共 済 費 11， 120 職員共済組合負担金他

8.報 償 費 3 2 年末年始待機料 . 32，000 Pl 

9.旅 費 355 普通旅費 1 25，000円

特別旅費
-、

日本水道協会関係他 230，000円

ー ト・. - ・ 一ー

1 
1 c)交 際 費 140 受託水道事業K伴 う交際費 1 40，000円
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(項) 1. 水道管理費

本 年 度 の 財 源 内 訳 節

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 務、

医渚日支出金 地方債 そ の 他 一般財源
説 明

区 分 金 額 -

千円 千円 千円 千円 干円 干 r~ 千円 千円

(業務授 ) i 1.需 用 費 4，ア 48 被 月民 費 '1 81，000円

備消耗品費 1，409，000円

光熱水 費 543，0 i] 0円

燃 料 費 794，000円

印刷j;製本費 1， 2 3 6，0 0 0円

イ参 繕 料 525，000円

食 糧 費 60，000円

'1 2.役 務 費 1 5，2 2 6 通信運搬費 5，7 9 5，000円

5R否~ 話 料 52，000円X1 2月624，000円

ポケッ トベル 1 3，000円x1 2月156，000円

郵 便 料 5，0 i 5.000円

手 数 料

口座振替手数料 引 28，000円

保 険 料 303，000円
守h

自動車損害賠償責任保険

強 告lj ( 1 6台) 1 72，000円

イ壬 ユ，忠註二、 ( 1 7台) 131， 000円

1 3委 託 来千 '1 6，2 7 2 料金計算事務 6，1 80，000 円

検針事務 6，71ス000円

庁舎警備

236，250円x1 2月 2，835，000円

職員健康診断

5，500円X63人 34ス000円

事務所内清掃

8，900円x1 2月 1 0ス000円

冷暖房設備保守 50，000円

電話消毒他 36，000円
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源内訳

自 本年度 前年度 比 較 ゐ特 定 財 海、
一骸貫撤

医部支出金 地方債 その債

節
説 明

区 分 金 額

千円 干円 千円 千円 干円 千円 千円 千円

(業務費) 14.使 用 料及び 2 0 自動車借上料 20，000.円
貸 ! 正二日怯 料

印負担金、補助 323 日本水道協会関連負担金他 323，000円

及び交付金

22補償、補填 科 目存置 1.000円

及か賠償金

2ス公 課 費 1 3 4 自動車重量税 1 34.000円

28.繰 出 金 1 4，5 6 1 一般会計-繰出金 '1 4，561，000円

(恩給及び退職年金分)

: 

計 728，4 3 0 636，990 91，440 71 6，230 。1 2之00 。 し~~ 
一一一一一一一一一一一--144- (款 受託水道事業費)
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(款) 1. 受託水道事業費

(項) 2 建設改良費

本年度の財源、内訳

自 本年度 前年度 上七 較 特 定 財 源

国都支出金 地方債 その他
一伎財源、

節

主党 明
区 分 金 額

千円 千円 干門 千円 干円 干円 千円
千円

1.水 道 1 68，4 40 221，370 ム52.93 0 1 68.440 。 。 。
改良費

。水道改良経費

1 5.工事請負費 1 0 4，4 5 0 浄水施設関連 52，000，000円

配水施設関連 52，4 5 0，0 0 0円

(配水管新設及び消火栓設置 )

1 8備品購入費 63，990 I 量7.K器戸13残，.._1 5 0 %  63，990，000円

2水 道 304，7 7 0 261，590 43，1 80 304，7 7 0 ri 。 。
。水道建設経費

建設費
2給 料 4，537 一 般 職 2人

3.職員手 当等 3， 7 7 6 1 

4.共 済 費 753 職員共済組合負担金他

虫旅 費 3 6 I 普通旅費 36.000円

1 1.需 用 費 868 被 ~R 安t 2ス000円
備消耗品費 1 36，000円
燃 料 費 373，000円
印刷製本費 1 36，000円
修 繕 料 1 96，000円

1 3.委託 料 ス200 配水管布設工事設計 6，800，000円
都道監督事務費 400，000円

15.工 事 請負費 2 8ス600 配水管布設 28ス60 0，0 0 0 p:.J 

言十 473，21 0 482，960 ム引750 473，21 0 。 。 。 L----戸、/ヌ ー回目-

一一一一一一一一一
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給与 費 明細 書

(1) 総

区 分

般 職
括

職員数
給

給 与 費

料 職員手当 言十

本年 度 6 3人 182，o o J円 1 53，1 89 千円 335，1 95"円

前 年 度 6ろ 1 73，884 1 50，388 324，272 

比 較 。 8，122 2，801 1 0，923 

職員 手 扶養 手 当 8，832 調整手 当 1ス730

当 の 住 居 手 当 4，361 通勤手当 5，4 1 7 

内 訳 特殊場I務手当 1，572 期末勤勉手当 99.、7ちも

一 般職員一 人 当 り給 与 費 の 状 況

区 分 一 人 当 り給 与費

本 年 度 5， 3 2 1 千円

J円jiJ 年 度 5， 1 4 8 

初 任給の状況

区 分 ー戸テ斗ら 陸

5 8年 1月 1 日 局 校 卒

現 在 大 ~ 卒

5 7年 1月 1 日 ーr;白"ih 校 卒

現 在 大 弓j山t 卒

平均給 料 月 額及び平均年齢の状況

区 介

5 8年 1長14
平均給料 月 額

平 均 年 令

5 7 年 1 月現 1在日
平均給料 月 額

，平 均 年 ~ 

等級別職員数の状況

区 介 一 般

7等級 人

5 8年 1月 1 日 2 等級 2 

現在 3 等級 6 

1 等級

5 7年 1月 1 日 2 等級 2 

現在 3 等級 6 

-148-

共済費

30，06千4円

2引555 35 

509 

管 理職手 当

時間外勤務手当

一 般 職

1 0 2， 1 0 0 

1 1 8，3 0 0 

1 0 2，1 0 0 

1 1 8，3 0 0 

一 般 J鼠

2 2 3，7 5 0 

五7.7 

2 2 0， 6 8 6 

3 8. 0 

可法

4 等級 5 1 

5 等級 3 

言十 6 3 

4 等級 5 1 

5 等級 3 

言十 ー 6 3 

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分 増 減 額 増減額の増減事由別内訳 説 明 備 考

干円
1.給与改定

千円 給与改定の状況
表 上 0%  {f給給与改改定率 日唖

}て 伴 う 。 実質 0% 前年度 与 定笑施時期

~ンゾ右、 増加 分 の改定 本年度 給与改定年率月 4日0弼

平均昇給間差職×現 平均昇給率 % 
2.普通昇給 K在職する 員数 (昇給期 〉 (職員数〉

6，1 57 
千円

8， 1 2 2 K 伴 う 5，368 
x 1 2ク月 3 2人
ス100円x6 3人 昇給期別 7月 1 5人

9，387 増減分 x 1 2ヶ月 職員数 1 0月 5人
1月 1 1人

料
職員数の変動に係 職員の異動状況
わる増額定 1，01日:円 現に在職

5そのイ也の
(する職員数)(その他) (計〉

増減分
2， 7 5 4 給5与8年改度E((H保45唖唖額)〕 ー 本年度 6 3人 0人 6 3人

5 7年度 前年度 6 3人 0人 6 3人
6，956平同一 5，217千円 増減 。人 。人 。人

= 1，739干阿

1.調整滅手当
の増分 872 

調鞍(手給当の支給率
料十扶養手当+管理職手当 )xヲ者

ーー

円
本期末年勤勉手当支給率

支度給よtJ3 6月 1 2月

職 2期末勤勉 支給率 2.185ク月 2.95 ク月

手当の 254 

前支住支支支給給給度給期率期率

3月 言十

0.5ヶ月 5.635ク月

5モ1
増減分

22265月ク月
1 2月

2.95 ク月

2， 8 0 1 支給期 5月 計

手! 支給事 0.5ク月 5.675er月

円

才
当

円

才

3.扶養手減当 1， 2 9 7 職増額員の君主動に伴う
の増分

4管理職‘手減 職員の変動に伴う
当の増 270 増額
分

人
5住居手滅当
の増分

2 (¥ 3 増職額員の変動に伴う

6時間外勤 業務の増大に伴 う

務手滅当の 1 0 1 増額
増介

スその他の
ム 19 6 特殊勤務手当ム10川|

一
増減分 通勤手当 ムヲ 2千円
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昭和 58年度

農業共済事業特別会計予算書
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昭和 58年度日野市農業共済事業特別会計予算

(総則)

第 1条 昭和 58年度目野市農業共済事業特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

(事業の予定量)

第 2条 事業の予定量は、次のとおりとする。 、

区 分 引受戸数 引受面積 引受収量 区分 引受戸数 3f)t 棟頭数数

水稲 400戸 8，500α 238，000 kg 手し牛 4戸 5 5頭

陸稲 2 5戸 1 8 0α 2，142 kg 種豚 ' 1戸 8 0頭

表 1 7戸 250α 6，125 kg 図芸施設 3 8 fコ 1 l 7棟|

(収益的収入及び支出)

第ろ条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

j商 :変-
農作物 家 畜 関芸施設

業務勘定 続1 JじZ3A 

共済勘定 共済勘定 共済勘定
.. 

第1款共済事業収益
千円

4，793 千円 1， 3 5 6 千円 1 4，5 4千911 2 2，8 9千5円2，1 9 5 

第1項事業収益 2，1 9 5 4，793 1，356 1 4，4 9 8 2 2，8 4 2 

第2項事業外収益 。 。 。 5 1 5 1 

支 出

f商 要
農作物 家 畜 園芸施設

業務勘定 総 ぷlコh 

共済勘定 共済勘定 共済勘定

第1款共済事業費用
千円 千円 千円 千円 千円|

2，1 9 5 4，793 1， 356 1 4，5 4 9 2 2，8 9 3 

第1項事業費用 2，1 9 4 4，793 1，356 1 4，5 3 7 2 2，8 8 0 

第2項事業外費用 。 。 。 2 2 

第5項予 備 費 。 。 1 0 1 1 
」一ーー一一 一一」ー
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(一時借入金)

第 4条 一時借入金の限度額は、次のとおりと定める。

農作物共済一時借入金 3 00千円

家畜共済一時借入金 300千円
昭和 58年度

園芸施設共済一時借入金 300千円

30 0千円業務勘定一時借入金

(他会計からの補助金)

第 5条 農業共済事業実施のため、一般会計からの補助を受け

る金額は、ス 2 8 7千円である。

農業共済事業特別会計予算

実施計画及び説明書

昭和 58年 3月 8 日提出 ‘
 

・3、

日野市長森田喜美男
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収益 的 収 入 及び支出

農作 物共 済勘定

第 1款 農作物共済事業収益 収 入

項 目 tお 予定額 説 明

1.事業収益 2，1 9 5 千円

1農作物共済掛金 924 
ー 町』

1.水 手詰 三/i¥: 済 j卦 金 874 農家負担分

2陸 稲 ま/と¥ 済 j卦 金 3 2 

3.麦 孟f土¥ 済 蛙ト 金 1 8 

2.農作物保険金 1， 246 

1水 ネ詰 保 防t 金 1， 1 4 2 LE常共済掛金基準額十 (総共済掛金額一異常共済掛金額)明言責任保険歩合

2陵 午議 保: 険 金 8 4 

3.麦 保 険 金 2 0 

ろ農作物責任準備 1 6 

金 民 入
7麦責任準備金戻入 1 6 5 8 年 g~変

4不足金てん補準 5 

備 金 民 :入
1水稲不足金てん補準備金戻入

ト
2.陸稲不足金てん補準備金戻入

3.麦不足金てん存fj準備金皮入

5.農作物特別積立 ろ

金 民 入
1水稲特別積立金戻入

2.陸稲特 別積 立金 戻入

3.麦特別 積立金戻入

6.農作物連合会特 ろ

JJU 〉サ正て、 付 金
1.水稲連合会特別交付金

2.陸稲連合会特別交付金

3.麦連合会特別交付金

計 2，1 9 5 
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第 1款 農作物共済事業費用 支

項 目 節 予定額

1.事業費用
千円

2，1 9 4 

1農作物保 険料 1 1 3 

1. 7.K Fi自 f呆 険 料 9 I 

2 陵 手首 保 険 料 2 1 

3.麦 保 険 料

2農作物共済金 2，0 6 1 

一

1.水 キ詰 ゴf土¥ 済 メ九手t入. 1， 9 2 6 
，ー

2陸 手{白 了，/H¥t 済 三Gl: 9ら

ろ麦 壬/土¥ 済 金 3 9 

3.農作物無事戻金 5 

-ー

1.水 稲無事決金

2.陵 稲無事民金

3麦 無 事 民 金.

4.農作物責任準備 1 7 

金 繰 入
1.麦資 任準備金繰入 1 7 

2.予備費

1.予 備 費

-ー
計 2，1 9 5 

-156一

出

説 明

ー一

{異常共済金基準額十(総共済掛金額一異常共済掛金基準額 )x通常責任保
険歩合 }一共済掛金国勝負担額

一一一

1/ 

一一
1/ 

ー，ーー

総共済掛金と !司ー額

11 

1/ 

ー・_.. 一ー

.. 

.， 
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家畜共済勘定

第 1款 家畜共済事業収益 収

項 目 節 予定額

1.事業収益 4，793 千円

1家畜共済掛金 1，5 2 2 

i.家 畜共済掛金 1，52 2 

2家畜保険金 ろ，27 1 

1家畜 死廃保険金 1，4 4 3 

2家畜 病傷保険金 |1.828

計 4，793 

第 1款 家畜共済事業費用 支

演 目 節 予定額

1.事業費用 4.793 千円

一

1.家畜保険料 I，5 2 2 

1. 家 さBZヨL 保 |倹 料 1. 5 2 2 

2.家畜共済金 3，271 

1. 死 廃 ごf住¥ 済 :sノZヘ乙 1，44 3 

2 病 傷 ゴ/土1 済 金 1，82 8 

計 4.793 

-158-

入

説 明

手し牛 977千円 種 豚 545千円

乳牛 963千円 種豚 480千円

乳牛 1， 3 4 8千円 種 豚 480千円

μけ
吋

p
t
v
rト

説 I~j 
同一

掛金と同額

保険金と同額

保険金 と同額
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，園芸施設共済勘定

第 T款 園芸施設共済事業収益 収

項 目 予 定 額

1.事業収益 1， 3 5 6 
干円

1園芸施設共済掛金 474 

2.関 τ2仕~ 施設 保 険 金 840 
- ー ー ・..-._ 

3.閣芸 施設 責 任準備金戻入 4 1 

4.図芸施設不足金てん補準備金戻入

計 1， 3 5 6 

第 1款 園芸施設共済事業費用 支

原 目 予 定 額

1. 事業費用 1， 3 5 6 千円

1.医l τコ民E台 施 設 保 険 料 3 8 1 

2.医i さτE士之 施 設 土/¥t 済 メ玉〉広、 934 
ーーーー噌F

3.図 芸 施 設 責 任 準 備 金繰入 4 1 

1， 3 5 6 

-160一

入

説 明

総共済掛金額 一 国庫負担金額

共済金 × ?害1

昭和 57年度分

出

説明

(共済金×掛金率甲×月数×納入率)十 (共済金額 ×掛金率乙×月数)一国庫負担額
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業務勘定

第 1款業務事業収益 収 入

項 目 節 予定額 説 明

1.事業収益 1 4.498 千円

1受取補助金 1 4，048 

1.国 都 ー3レζ 出 ミメiトL 6，761 

2一般 会計 繰 入金 | ス287

2.賦 課 金 447 

1.事務 資 賦 課 足人乙 447 共済金額 ×共済金額 1万円当り賦謀金 |

水稲 6 f3.l 8 2， 0 0 oix 1 0 -= 
1 0，0 0 0 

6 8，7 8 2 Ffj 

陵稲 591.192X 17 = 1，0 0 5 
1 0.0 0 0 

表 1， i 2スo0 0 x 1 7 1， 9 1 5 
1 0，0 0 0 

乳牛 引62 5，0 0 0 X 1妬 9 6，25 0 

種豚 6. 0 0 O. 0 0 0 x 2 % = 1 2 0，00 0 

ガラス室 n(鉄骨) 1 1 
2 8，5 7 1 2 5，9 7 4，0 0 0 x 10，0 o0= 

プラスチックハワス n(ノぐイプ) 5516  2 2 0，3 4 3， 0 0 0 x 1 0: 0 ~ 0 0 x ごニ35，6 0 0 

1/ nt (鉄骨下) 3 5 
5，840，0 0 0×10，O 0 0-- 1 3，4 4 0 

11 N (鉄骨中〉 3 5 
7 8 ， 3 0 1 3 0 0 0 × 1 O ， O 0 0 ー一 6 4.0 5 3 

11 v (鉄骨上) 1 3 
12，?81 0 0 0×10，D O G一-ー 1 6，8 7 5 

3受取損害防止事 2 

業 負 担 ノエヘIl. 1.受取一般損害防止事業負担金 2 

4. ~~ft 収 入

1.雑 入

2事業外収益 51 

1.受 取 未リ 患、 50 

1.預 金 手リ 子 50 

2.業務引当金戻入

計 1 4，549 
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第 1款業務事業費用 支
-ー噂阻ー-，

項 日 節 予定額

↑.事業費用 1 4，5 3'7 千円

1.一般 管理費 1 3，0 9 6 

1 報 時H 528 

2. *合 料 5，9 5 6 

3 手 当 等 5，1 9 8 

4.法定福利費 690 

ヱ賃 金 1 1 3 

9. 1:保 費 324 

1 0 交 際 費 3 0 

1 1.印刷製本費 7 0 

備 ?時 口仁口T 費 8 0 

会 議 費 4 2 
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出

説 ゆJ

運営協議会委員
ス000円× ?人 × 4回 2 5 2.0 0 0 円

共済連絡員
6，0 0 0 p] X 4 6人 2 7 6，0 0 0円

職員 内ι 4ベコァ

ー一

細目設整fJft 5司 750円× 3 0日 1 1 3，0 0 0円

費用弁償

運営協議会委員研修

2 6，0 0 0円× ?人 2 3ヰ，000円

普通旅費 4凡000円

特別旅費

運営協議会委員研修

2 4，2 0 0円× 2人 4呪000円

， 

決算書、調定書、各種-報告用紙

新聞、月刊紙 8，0 0 0 pj 

ー追録 ー 2 2，0 0 0円

参考図書、文房具、その他 5 0，0 0 0円
‘ 

i 運営協 議会委員 3 0，0 0 0円

連合会職員 1 2，0 0 0円
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項 日 節 予定額 説 明

1 2 逓 運 搬 費 6 5 1円 郵 便 料

2.支払賦課金 208 

1. 支払 事 務費賦課金 208 共済金額 × 共済金傾 1万円当り賦課金

7k稲
円 4 円

6 8，7 8 2，0 0 0 I J X 1 0， 0 0 O - 2ス5'1 3 

陸稲 5 9 1， 1 9 2 
6 

355 

変 5 
1， 1 2ス000 一- 564 

手し 牛 呪62 5，0 0 0 × O. 5 r{; = 4 8， 1 2 5 

荘[豚 6，000、000 × % = 60‘000 

ガラ ス室 II(鉄骨 )
4 

2 5，9 7 4，0 0 (1 ×10.000 = 1O，5?0 

プラスチッ クノ、ウス rr(ノご イ プ ) 2 [1，3 4 3，0 0 0 
11 6 

x 1 n，o 00 x一12 一=1 1， 1 8 9 

/1 1lI (鉄骨下) 1 1 
3，8 4 0，0 0 0 X '1 0，0 0 0ー- 4.224 

i/ VI (鉄骨中 ) 1 8，3 0 1， 0 0 0 x. 1 1 = 2 O，'j 3 2 . . 
1 0，0 0 0 

v (鉄骨上 )// 4 
1 2，9 8 1， 0 0 0 x I 0，0 0 0- 5，1 9 3 

' 
加 入 者自j 2 0，0 0 0 

3.普及推 進 費 2 0 

1. 事 業 奨 励 賓 2 0 

4.損害評価費 1， 1 6 1 

1 報 酪Il 807 後害評 価 会委員 ス000円× 7人 × ?回 4 4 1， 0 0 0円
損害評価員 6，000円× 46人 2 7 6，0 0 0円
関芸施設損害評価員 6，000円× 1 5人 9 0，0 0 0円

9. 旅 費 1 8 2 
費 用 弁償

損害評価会委員 2 6，0 0 0 I工:r x 7人 1 8 2，0 0 0円

1 1. 会 議 費 7 2 損害評 価 会委員及び評価員

1 4.賃 f封Iヨ二 料 1 0 0 損害評 価 時車借上料
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項 日 節 予 定額
説 明

5.損 害 防 止 費
2 千円

1薬 剤 袋 一
一

2 燃 末手 費 4 ガソ リン、 オ イル 等

6.負 担 金 4 0 
一ー

1 関 係 機関負 担 金 4 0 南多摩地区農業共済協議会費

7‘業 務 雑 費 i 0 

1業 務 宗監 費 1 0 

2.事業外費用 dつm 

1支 払 利 J患

1 件・~:r 入 J五~ 手リ ，息

2.業務引当金繰入

1.業務引当金繰 入

3.予備費 1 0 

1予 。需 費 1 0 

1 4.5 4 9 
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昭和 58年度 日野市農業共済事業計画

区 分 事 伊山;民 f商 要 区 分 事 項 摘 要
事 業 費 2.家 畜共済
1農 作 物 共済

(1 )水 稲共 済 ア ヲ! 戸5z 戸 数 4 00戸

イ ヲ! ヌ雰立ー， 面 積 8， 5 0 0α 

ウ ヌ戸立ー， 収 主主怠主 2 3 8， 0 0 0 kg 

コ二 kg当 り 共済 金 額 289円

(1 )字し 牛 ア 引 戸Jζ- 戸 数 4戸

イ ヲ{ ，二t叉s2，← 頭 数 5 5頭

ウ 共 済 金 額 引 6 2 5， 0 0 0円

エ 共 済 授ト 金 額 1， 9 5 4. 0 0 0 円

ア)農家負担額 ?アス o0 0 fIl 
オ 土ノh ¥ 済 金 額 6 8. 7 8 2， 0 0 0円

イ〉国庫負担額 9 7スoQ 0円
カ 保 険 金 額 1， 1 4 2， 0 0 0円

Lや 三f土¥ ち当: 接ト 金 額 1， 9 2 5， 0 0 0円

ア〉農家負 担額 8 7 4. 0 0 0円

イ)国庫負担額 1. O' 5 1， .0 0 0円

オ保 険 米} 9 7ス000円

(2)種 豚 ア ヲ! :コ戸え4ー 戸 数 1戸

イーヲ! 戸~、、， 監{ 数| 8 U民

ウ 共 済 メユト乙 街、 6， 0 0 O. 0 0 0 Pl 
ク 保 険 料- 9 1， 0 0 0円

(2)陸稲共済 ア 受 jニ1 数 2 5戸

エ 共 済 控f 金 額 l 9 0 8. 0 0 0円

5 4 5， 0 0 0円
イ 5f J戸え、， 面 F責 1 8 0 α 

イ)国庫負担額 3 6 3. 0 0 0円
ウ ヲ[ 51ι L 収 長g丞1 2， 1 4 2 kg 

オ保 険 存十 5 4 5， 0 0 0円
コ二 kg当り共済金額 2 7 6 p] 

オ -/H¥ : 済 金 を買 5 9 1， 1 9 2円
3関芸施設共済

ア引 ;戸コζ主， 戸 数 3 8戸
カ 保 険 金 額 8 3， 0 0 0円

イヲl .‘3戸正2、予 棟 数 1 7 7棟
キ f去、二、 済 控ト 金 額 9 5， 0 0 0円

ア)農家負担額 3 2. 0 0 0円

イ)国庫負担額 6 3，.0 0 0 PJ 

す 引 受 設 置 面 積 3 5，3 9 7 1i 

エ共 済 S1L 綴 8 1， 4 3 9， 0 0 0 円

オ共 済 掛 a金 鋲' 9 4 8， 0 0 0円
ク '保 |倹 料- 2 1， 000円

ア)農家負i担額 4 7 4， 0 0 0 :_I~ 
(3)麦共済 ア ヲi J戸ι， 戸 数 1 7戸

!ィ)悶庫負担額 4 7 4， 0 0 0 円
イ ヲi 戸_.五Eι- 面 積 250α 

カ保 険 料 3 81.000F可
ウ ヲ| J戸~ 収 量 6， 1 2 5 kg 

エ kg当り共済金額 1 8 4円
職員計画 損益勘定所属人員 2名

オ 共 済 金 額 1， 1 2 ス0 0 0円

カ 保 険 金 額 2 0， 0 0 0円

キ 共 済 接ト S八L 額 3 8， 0 0 0円

ア)農家負担額 1 8， 0 0 0円

イ)国庫負 担額 2 O. 0 0 0円

ク 保 険 料 1， 0 0 0円
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給与費明細書

給 与 費 明 京国 霊主
Eヨ

2. 一般職
(1) 総 括

1. 特 別職 給 与 費
区 分 職員数

給 料 職員手当 計
共済安 メ口b、 言十 備 考

本年度 2人
千円 千円

11，1 54 千円
千円 F円

5，956 5，1 98 690 11，844 

前 年 度 2 f) 11 0 4，302 9，41 2 592 1 0，004 

比 数 。 846 896 1，742 98 1，840 

一一千円

職員手 扶養手 当 612 調 整 手 当 624 管理職手 当 526 

当 の 住居手 当 1 3 2 通勤手 当 216 時品l})i毅勝手当 1 1 1 

内 訳 英抹勤勉手当 2，977 

一般職員一人当 り給与安の状況

区 介 一 人当り給与資

本 年 度 5，5 7 7 千円

前 年 度 4，7 0 6 

初任給の状況

区 介 ;ト子込L， 歴 一 般 職

5 8年 1月 1日 ~司3 校 卒 1 0 2， 1 0 0円

現 在 大 学 卒 1 1 8. 3 0 0 

5 7年 1月 1日 r\臼~ 校 卒 1 0 2. 1 0 0 

現 在 大 二ふ子.>.4 卒 1 1 8， 3 0 0 
」ー噌司瞳圃肺四ーーーー

平均給料月額及び平均年齢の状況

区 分 一 ト}支 職

5 8年 7月 1日 平均給料月額 2 1 6， 2 5 0円

現 在 平 均 年 齢 3 4. 0才

5 7年 1月 1日 平 均給料月額 2 0 2， 2 5 0円

現 在 平 均 年 齢 3 3. 0 7才 i

等級 別職員数の状 況

区 分 一 般 職
一

5 8年 1月 1日 1等級 。人 4等級 1人

現 在
2等級 。 5等級 。

3等級 言十 2 

5 7年 1月 1日
1等級 。 4等級

現 在
2等級 。 5等級 。

3等級 言十 2 

職 給 与 費

区J 分 貝 共済費 合計 備考

数 報酬 |‘給料 職員手当

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

長 等
本

議 貝
|年

その他 1 6 693 。 。 693 。 693 

皮

1 6 6 9ち () 。 6 9ち 。 693 

長 生ーず:(!: 

日リ 『

二誠台古

貝

年

その他 1 6 6 9ろ 。 。 693 。 6 9る

!支

言T 1 6 693 。 。 6 9る 。 693 

長 等

比 ユ設デ台E 員

較
その他 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。 。
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(2) 給料及 び職員手 当の 増減額の 明細

区分 |増減額乎何i増減額の増誠事由別内千訳円
説 明 備 考

給与改定の状況
1.給与改定 表 上 0% 

K 伴 う 。 実質 o '1lも 前年度 給与改定実施時期

増加分 の改定 年月日
本年度 給与改定率 3暢

給| 平均昇給間差×現 平均昇給率 3.2 3 OJO 

K在職する職員数 〈職員数〉

K 伴 う 1 4 3 
X1 2ク月 4月 1人

5，950円X2/人 昇給期別 7月 1人

増減分 X12ク月 職員数 1 0月 。人

料 |

=1 42，800円 1月 。人

職員数の変動K係 職員の異動状況

わる増額 68 1千円 現 K在 職

ろそゆi703 I 給55与87年年改度度定((信玉3保#唖額〉)ー

(する職員数〉くその他) (計)

増減分
本年度 2人‘ 。人 2人

前増年度減
2人 。人 2人

1 71ネ円-149ヰ何 。人 。人 。人
=22千Pl

1.調整手滅当
定期昇給による 調整手当の支給率

の増分 変動 (給料+扶養手当十管理職手当 )Xヲ#

定期昇給と給与改
期末勤勉手当支給率

定K伴う増額
6月 1 2月

2.期末勤勉
1.8ヶ月 2.6ク月

職 l 手当の 477 
3月 言十

増減分
0.5ヶ月 4.9ク月

896 
6月 1 2月

員

1.8ク月 2.6ヶ月

ろ月
0.5ク月 4.9グ月

手

ろ扶養手当 2 1 3 
職員の変動K伴う

の増減分 増額

当 14管理職言
当の増 | 3 5 /1 

介

昭和 58年度目野市農業共済事業特別会計資金計画
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Ez 分 前年度決算見込額当年度予算 増 減

受 入資金 2 0，58 5，0 0 0円 2 2，4 4 8，0 0 0' JI 1， 8 6 3，0 0 0 

受取補助金 1 2，3 1 5，0 0 0 I 1 4.0 4 8，0 0 0 I 1， 7 3 3，0 0 0 

賦 課金. 33 0，0 0 0 I 4 4スo0 0 I 1 1ス000 I 

受 取 利息 4日日 日o I 5 0， 0 0 0 I 1 0， 0 0日 l
受取損害防止事業負担金 o I 2，0 0 0 I 2，0 0 0 

雑 人 口 1 .0 0日~
事業勘定借 5，9 0 0， 0 0 0 5， 9 0 (〕， 000 I 0 

繰 越現金 2，0 0 0，0 0 0 I 2，0 0 0， 0 0 0 I 0 

支払資金 1ス371000 11引o5 8， 0 0 0 I 1， 6 8ス000

一般管理費 11，5 2引o0 0 I 1 3， 0 9 6， 0 0 0 I 1， 5 6ス000

支払 賦 課 金 1 8 0，0 0 0 I 2 0 8，0 0 0 I 2 8，0 0 0 

普及 推 進 費 2 0， 0 0 0 I 2 0， 0 0 0 I 0 

損害評価変 1， 1 0 3，0 0 0 I I， 1 6 1， 0 0 0 I 5 8司 000

損害 防 止 費 o I 2，0 0 0 I 2，0 0 0 

負 担 金 3 0， 0 0 0 I 4 0， 0 0 0 I 1 0， 0 0 0 

業 務雑費 o 1 0， 0 0 0 I I 0， 0 0 0 

支 払利息 o 1， 0 0 0 I t 0 0 0 

支払拠出金 o 1 0 1 01 

未払金 引o0 0 I 1 0， 0 0 0 I 1， 0 0 0| 

事業勘定繰入 o I 0 I 0 

事業 勘 定 貸 4，5 0 U‘o 0 0 I 4，5 0 0、00010

予備費 o I 1 0， 0 0 0 I 1 0， 0 0 0 

差 引 3， 2 I 4，0 0 0 I 3， 3 9 0， 0 0 0 I 1 7 6， 0 0 0 
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昭和 58年度 目野市農業共済事業特別会計予定貸借対照表 昭和 5 8年 度 予 定損益 計算 書

(昭和 58年 4月 1日 ~ 昭和 59年 5月 31日)

項 目
農作物 家 畜 園芸施設

業務勘定 総 合
共済勘定 共済勘定 共済勘定

項 日 農作物 家 言答 園芸施設
業務勘定 総 -之IコL 

共済勘定 共済勘定 共済勘定

1.流動資産
円 円 fTj 円 円

1. 事業収益
円 円 円 円 円

(1 )現金額金 。 。 。3，390，000 ろ，390，000
1)共 済 話ト ~立¥ 924.000 1，522ρ00 474.000 。2，92.0，000 

2)保 険 金 1，246，000 ろ，271，000 840.000 。5，35ス000

流動資産計 。 。 。3，390，000 3，390，000 ろ)責任滋備金戻入 1 6，000 。 41，000 。 5ス000

資 産 メ口'>.. 計 。 。 。ろ，390.00 0 3，390，000 

4)不足金てん補準 3，000 。 1，000 。 4，000 

s人z 民 入

2.流動負債
5)特別積立金戻入 3，000 。 。 。 3，000 

6)連合会特例交付金 3，000 。 。 。 3，000 

(1)未 払 ♂_Uム』 。 。 。 1 0.000 1 0.000 7)受取補助金 。 。 o I 1 4，04 8.0 0 0 1 4，048，000 

8)賦 課 金 。 。 。.44ス000 44ス000
(2)責任準備金 。 。 。 58，000 58，000 

流動負債計 。 。 。 68，000 68，000 I 

9)受取損害防止事 。 。 。 2，000 ‘ 2，000 
業負担金

1 0)業 務 -雑 収 入 。 。 。 1，oOQ. 1，000 
ト

3 周定負債
事業収益合計 2，1 95，000 4，7 9 3，000 1，356，000 1 4，4 9 8，0 0 0 22，842，000 

2.事業費用

(1)業務引当金 。 。 。 1，000 1，000 
1)保 険 学} 11 3.000 1，522，000 38 I，O 0 0 。2，01 6，000 

悶定負債計 。 。 。 1，000 1，000 

2)共 済 ノ.:;ハli:二 2，0 61，000 3，271，000 934，000 。6，266，000 

3)無 事 民 エ/ロXミ、 3，000 。 。 。 3，000 

負 債 ぷE〉I、 計 。 。 。 6引000 6呪000
4)責任準備金繰入 1ス000 。 4 i，O 0 0 。 58，000 

5)支 払備金繰入 。 。 。 。 。
4.資 本 6)一般管理費 。 。 o I 1 3，0 9 6，0 0 0 1 3，096，000 

(1)剰 余 ~主t2 。 。 。3，321，000 3，321，000 
7)支払 賦 課 金 。 。 。208，000 208，000 

8)普及推進費 。 。 。 20，000 20，000 

負債資本合計 G 。 。3.390，000 3，390，000 9)損 害 評 価 費 。 。 。1，1 61，000 1，1 6 1. 0 00 
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項 目 農作物 家 畜 園芸施設 業務勘定 総 ムQ 

共済勘定 共済勘定 共済勘定 昭和 58年度

円 円 円 円 円

1 0)損害防止 費 。 。 。 2.000 2，000 

1 1)負 ie 金 。 。 。 40，000 40，000 

1 2)業 務 雑 費 。 。 。 1 0，000 1 0，000 

事 業費 用 合 計 2，194，000 4，7 93，000 1，356，000 1 4，53ス000 22，880，000 

事業利益(損失 ) 1，000 。 。ム 39，000 ム 38ρ00
老人保健特別会計予算書

3.事業 外収 益

1)受 取 利 ，息 。: 。 。 50，000 50，000 

2)業務引当金戻入 。 。 。 1.000 1，000 

事 業外収 益合計 。 。 。 51，000 51，000 

当 年度 純利 益 1，000 。 。 1 2，000 1 3，000 

4.事業 外 費用

1)業 務 支 払利 息
。 。 。 1，000 1，000 

2)業務引当金繰 入 。 。 G 1，000 1，000 

事業 外 費 用 合計 。 。 。 2，000 2ρ00 

5.予 イ蒲 費 1，000 。 。 1 0，000 11，000 

当年度 純利 益 。 。 。 。 。
当 年 度 純 損 失

。 。 。 。 。
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昭和 58年度 町野市老人保健特別会計予算

昭和 58年度 目野市老人保健特別会計予算は、次に定めると

ころ (ζ よる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

2， 7 0 8， 9 8 2千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款。項の区分及び当該区分ごとの金額

は、「第?表 歳入歳出予算」による。

昭和 58年 3月 8 日提出

日野市長森田喜美男
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-第?表 歳入歳 出予算

歳 入 歳 出

款 項 金 額

1.支払基金交付金 1;.89ス642
千円

7支払基金交付金 1.897.642 

2国庫支 出金 540.2 :2 5 

1国庫負担金 5 4 0，2 25 

ろ都 支 出 金 1 3 5，0 5 7 

1 者日 負 担 金 1 3 5.0 5 7 

4.繰 入 金 1 3 6，0 :5 1 

1繰 入 金 1 3 6.0 5 1 

5.繰 越 金

1繰 越 金

6.諸 収 入 6 

1延滞金及び加算金 2 

2預 金 来リ 子

ろ雑 入 3 

歳 入 よに』コ 言十 2，7 0 8，9 8 2 

一 一一 一一一 一

款 項 ~ 額

千円

1医 療 諸 費 2， 7 0ス979

1医 療 諸 費 2，7 0ス97 9 

e 

2.諸 支 出 メ3ヘ2 ろ

1.償 遼 金 2 

2.繰 μはJJ 金

3.予 イ蒲 費 1， 0 0 0 

1予 備 費 1， 0 0 0 

歳 出 えに〉3、 2，7 08，98 2 

-180-
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昭和 58年度

老人保健特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1.総 括

歳 入

款

1.支払基金交付金

2.1車 庫支出 金

3者。 支 t:ij ノ7立fL

4.繰 人 金

5.繰 越 :3J、L. 

6.諸 収 入

歳 一〕¥ メιコ』

歳 出

本年度
款

予算額

千円

1医療諸費 2，7 0ス979

2.諸支出金 ろ

ろ予備費 1， 000 

歳出合計 ..2，708，982 

本年度予算額

干Pl
1， 8 9ス642

5 4 0，2 2 5 

1 3 5，0 5 7 

1 3 6，0 5 1 

6 

2，7 08，9 8 2 

前年度
比 :較

予算額

千円 fjlJ 

211，998 2，4 9 5，9 81 

。 3 

1 00 900 

21 2，098 2，4 9 6，8 8 4 

-183-

前年度予算額 比 較

千円 千円

1 4 8，5 4 2 1， 7 4 9. 1 0 0 

42.303 4 9ス922

1 0，5 7 5 1 2 4，4 8 2 

1 0，6 7 7 、 .1 2 5.3 7 4 

。
5 

2 1 2.0 9 8 2.49 6.8 8~ 

本年度の財務、内 訳

特 定 財 源 ー一般

国朝E支出金 地方債 その他 財源

千円 千円 千円 TI司

675，280 。2.032，699 。

。 。 3 。
3 

。 。 989 1 1 

675，280 。2，033，691 1 1 



2 歳

(款 )

(項)

入

1 支払基金交付金

1. 支払基金交付金

自 本年度 前 年 度

1:[司 干円

1医 療 費 1，890，785 1 48，063 

交 イ寸， 金

ト一一ー一一司 -_._---ー

2審査支払手 6，857 479 

数料交付金

言十 1，89ス642 1 48，542 

上七 較

千円

1，7 42，7 2 2 

6，378 

1， 74史100 

-184-

節

区 分 金 額
説 明

千円

1.現 年度 分 1，890，7 84 老人医 療費

医 療 費 2， 7 0 1， 1 2 0， 0 0 0円 X 7口元 1， 8 9 0，7 84，0 0 0円

2.j@年度分

科目存 置 1， 000円

1.現年度分 ι856 

s 審査支払手数料

7 5円 X 9 1， 4 1 6件 6，856，000円

2，過年度分

科目存置 i，O 0 0円

a 

t 

. 

ー

a 

~ ~ 
-185ー

(款支払基金交付金)



(款 ) 2. 国庫支出金

(項 ) 1 国庫負担金

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 ~ 額 説 明

千円 千円 千円 千円

1.医 療 費 540，225 42，303 49ス922 1現 年 度 分 540，224 

負 担 金
老 人 医療費

医療 費 2， 7 0 1， 1 2 0， 0 0 0円 X 20% 540，224，000円

2.過年度 分
科目 存置 1，000 円

1 

計 540，225 42，303 49ス922---------~ 
-186-

-187-
(款 国庫支出金 )



(款) 3. 都支出金

(項) 1 都負担金

節
目 本年度 前 年 度 上七 較

区 分 fエfi 額
説 明

千円 千円 千円 千円

1民 生 費 1 35，057 1 0.5 7 5 1 24.4 8 2 1.現年度分 1 35，056 老人 医療費

都負担金 医 療費 2， 7 0 1， 1 2 O. 0 0 0円x5係 1 35.056‘000円

2過 年度 介 科目 存 置 1，000円

1 

言十 1 35，057 1 0，575 1 24，4 8 2 ~ シシで
-188- -189-

(款都支出金)



(款) 4. 繰入金

(項) 1 繰入金

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1一般会計 1 36，051 1 0，677 1 25，374 ↑ 一 般 会 計 1 36，051 

繰 入 金 内J.保'" 入 金

言十 1 3 6，0 51 1 0.677 1 25，374 /イケ//  

説 明

一般会計繰入金 。136，0 51，0 0 0円

-190- -191-
(款繰入金)



(款) 5 繰越金

(項 ) 1 繰越金

節
目 本年 度 前年度 比 較

区 分 {e 額

千円 千円 千円 千円

1繰 越 金 。 1.繰 越 金

、

， 

、

‘ ， 

、

. 

言十
--与『

~イ-----~ 0・・ 司

ー』ーーーー}ー一

説 明

科目 存 置 1，000円

、、、

!:』
i
i
!
:
i
』
!
;I';3i!.

‘??l
l
.
|
i

(款繰越金)
-192- -193-



(款 ) 6 諸 収入

(項 ) 1 延滞金及び加算金

節
目 本年 度 前 年 度 比 較

ぽ」ー fノ)- ノこ立E 額 説 明

千円 千円 千円 千円

1延 滞 金 。 べ 1延 ?南 :'ili: 丹、h

科 目存置 1000円

2.加 算 又人Z 
。 1 力口 算 金

科目存置 1，000円

言十 2 。 2 二云Y ノ/
-194-

-195-
(款諸収入)



(款) 6 諸 収入

(項) 2 預金利子

‘'“--.... --

節
目 本年 度 前 年 度 比 較 説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1預金利子 。 T預金利子 科目 存置 1，000円

1 

計 。 二三y~ 
-196- -197-

(款諸収入 )



(款) 6. 諸収入

(項 ) 3 雑 入

節
目 本 年 度 前 年度 比 較

区 分 金 額

時説ー 明

千円 千円 千円 千円

1第 一 者 。 1第 者 1 一一 一
科目存置 1，000円

納 付 金 納 付 ノ~

2返 納 金 。 1返 納 金 科目 存置 1，000円

3.雑 入 。1.雑 入 !科目存置 1，000円

2 

‘ 

. 、

計 5 2 --------I~j 
-198-

(款諸収入)
-199-



ろ歳

(款)

(項)

費

費
諸

諸

療

療
医

医

出

本年 度の 財源 内訳

目 本年度 前 年 度 上七 較 特 定 財 源
一般財源

国者~支出金 地方債 その 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

: 1医 療 2，640.81 6 202，899 2，4 3ス917 660，204 o 11.9 8 0，6 1 2 G 

給付費

2.医 療費 60.306 8.620 51，686 1 5，076 。45.230 。
支給費

3.審査支払 6，857 479 6，378 。 。 6.857 。
手数料

i 

言十 2.7 0ス979 211.998 2，4 9 5，9 81 675，280 012，032，699 。

節

介 金 額
説 明

区

千円

刊負担金、補助 2，640.81 6 老人医療費負担金

及び交付金
現物給付介 2，640，81 6，000円

1呪負担金、補助 60，.306 老人医療費負担金

及び交付金
現金給付分 60，306.000円

1 3委 託 キ~I 6，857 審査支払手数料

7 5円x9 1， 4 1 6件 6，85ス000円

オ
‘1 

， 

L 

-----------~ 一一一一一一一一一
-200- -201ー

(款医療諸費)



(款) 2. 諸-支 出 金

(項) 1 . 償 還 金

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比 較

国者政出金 地方債 その他 ---般財源

説 明
区 分 ii 額

骨 圃』圃』ーー

千円 千円 千円 干円 干円 千円 千円 千円

1償還金 。 。 。 。 23.償還金、利子 科目存置 1， 000円

及び割引料

2還付金 。 。 。 。; 23.償還金、利子 科目存置 1，000円

及び割引料

、

L 

、

. 

a 

言十 2 。 2 。 。 2 。
-------------~ (款諸支出金)

-202ー
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(款) 2. 諸支出金

(項) 2. 繰出金

本年度 の財 源内 訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源

国者l攻出金 地方債 その他
一般財源 :

干円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1一般会計 。 。 。 。
繰 出金

.. ..-

言十 。 。 。 。
』 圃 輯 町 田 由 自ーー 一 一 一 一一 一 一一一一ー ーー 一 一一

節

区 介 金 額
説 明

千円

2.8繰出金 1 I科目存置 1.000円

L/シ寸/什一一一一一一一一一(款 諸 支 出 金 )
-204- ""':205-



(款) 3. 予備 費

(項) 1. 予備 費

本年度の財源内訳

自 本年度 前 年 度 上七 較 特 定 財 源、
一般財源|

国者肢出金 地方債 その他

干fll 千円 千円 千円 千円
ー一.

千円 干ド]

1予備費 1，000 1 00 900 o 、 。 989 1 1 

言十 1，000 1 00 900 。 。 989 1 1 
. -恒噌ー同恒喝ーー

Jo 
n
U
 

門
ノ

ι

n 
r 

節

区 分 /三宮fr: 額
説 明

干円

し------------~ぺ
← 207-

(款予備費〉



-208ー も




